


特集　男女共同参画

あ
な
た
の
意
識
か
ら
変
え
て
い
く
た
め
に

社
会
的
性
別
の
視
点
か
ら
見
直
そ
う
！

　
「
自
分
に
あ
っ
た
働
き
方
や
暮
ら
し
方
を

し
た
い
。仕
事
と
私
生
活
の
両
方
が
充
実
し
、

調
和
の
と
れ
た
人
生
を
送
り
た
い
」
と
い
う

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
時
間
労
働
や
子
育
て
支
援
策

の
不
十
分
さ
な
ど
の
社
会
の
し
く
み
や
性
別

に
よ
る
固
定
的
な
役
割
意
識
が
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
・
能
力
の
発
揮
や
男
女
の
対
等
な

参
画
、
互
い
の
生
き
方
な
ど
を
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
制
約
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
12
月
に
行
っ
た
市
民
意
識
調
査

で
は
、
依
然
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
固
定

的
な
性
別

役
割
分
担

意
識
や
慣

習
が
残
っ

て
い
る
こ

と
や
、
男

女
共
同
参
画
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
も
男
性
も
、
一
人
ひ
と
り
が
持
て

る
個
性
や
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
喜

び
を
共
に
享
受
し
、
と
も
に
責
任
を
負
い

な
が
ら
、
互
い
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
意

欲
的
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す
男
女
共

同
参
画
社
会
。
こ
の
実
現
の
た
め
に
、
当

た
り
前
と
見
過
ご
し
て
い
る
日
常
の
小
さ

な
出
来
事
の
中
に
、
性
別
を
理
由
と
し
た

不
合
理
な
取
り
扱
い
や
固
定
的
な
見
方
が

潜
ん
で
い
な
い
か
、
も
う
一
度
見
つ
め
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
合
い
、
わ

た
し
た
ち
の
意
識
や
生
活
全
体
を
社
会
的

性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
視
点
※
か
ら
見
直

し
、
ま
ず
あ
な
た
の
意
識
か
ら
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

男の育児休暇重いものはだれが運ぶの?

●「社会的性別の視点」とは…
　人間は生まれついての生物学的性別（セックス）
があります。一方、社会通念や慣習の中には、社会
によって作り上げられた「男性像」や「女性像」が
あり、このような男性、女性の別を「社会的性別」
（ジェンダー）といいます。「社会的性別」には、そ
れ自体に良い、悪いの価値を含むものではありませ
ん。「社会的性別の視点」とは、社会的性別が性差別、
性別による固定的役割分担、偏見等につながってい
る場合もあり、これらが社会的に作られたものであ
ることを意識していこうとする視点です。

 出典 :「湖夢タウンの人々」②・③（滋賀県・平成15年）

隠れたカリキュラム
　学習教材や教師の言葉、態度、学校運営などを
通じて、気づかないまま子どもたちの価値観形成
に影響を与えているメッセージ機能。例えば、教
材の中の男性像・女性像の描き方、遊び方や色の
選択、男女別名簿、褒め方、叱り方、呼び方など
もあげられます。
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特集　男女共同参画

な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る

近
江
八
幡
商
工
会
議
所
専
務
理
事　

岡
田 

啓
子
さ
ん
（
イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド
）　

　

全
国
に
５
１
６
あ
る
商
工
会
議
所
の
う

ち
女
性
の
専
務
理
事
は
二
人
だ
け
。
そ
の
一

人
が
、
平
成
18
年
４
月
、
40
歳
の
と
き
に
ホ

テ
ル
の
顧
客
担
当
課
長
を
辞
し
て
、
公
募
に

よ
り
選
ば
れ
た
岡
田
啓
子
さ
ん
。

　
「
自
分
は
、
こ
う
な
り
た
い
と
常
に
高
い

目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
を

惜
し
ま
ず
、難
題
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
る
」

と
語
る
岡
田
さ
ん
。
商
工
会
議
所
の
仕
事
で

は
、
会
議
所
の
新
し
い
方
向
性
を
模
索
し
、

先
を
読
ん
だ
一
歩
前
を
行
く
事
業
展
開
を
め

ざ
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
休
日
に

は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
り
、

共
に
汗
を
流
し
、
生
の
声
を
拾
い
上
げ
、
つ

な
げ
る
風
の
人
で
あ
り
た
い
と
も
。

　
「
子
育
て
に
は
戸
惑
う
ば
か
り
。
学
校
、

地
域
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
支
え
ら
れ
、
な
ん

と
か
娘
は
育
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
思
春
期

の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
の
一
面
も
の
ぞ
か
せ

ま
す
。

　
「
専
務
理
事
に
選
ば
れ
た
の
は
わ
た
し
と

い
う
個
人
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
女

性
だ
っ
た
だ
け
。
男
女
が
と
も
に
自
分
ら
し

く
生
き
る
中
で
協
力
し
、
補
い
合
っ
て
い
け

ば
い
い
の
で
は
」。

家
族
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て

　
　
　
　
　
　
　

料
理
の
腕
を
磨
く

男
の
料
理
グ
ル
ー
プ
「
ほ
ん
ま
か
い
な
鉄
人
の
会
」　

　

平
成
14
年
に
市
主
催
の「
男
の
料
理
教
室
」

の
元
受
講
生
で
結
成
さ
れ
た
「
ほ
ん
ま
か
い

な
鉄
人
の
会
」。
月
２
回
、
18
人
の
会
員
が

柑
子
袋
公
民
館
の
調
理
室
で
、
管
理
栄
養
士

の
浅
井
希
栄
子
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
料
理

の
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

料
理
を
し
始
め
て
か
ら
の
女
性
に
対
す
る

見
方
の
変
化
を
尋
ね
る
と
、「
女
性
は
大
変
！

毎
日
献
立
を
考
え
て
料
理
す
る
女
性
に
は
頭

が
下
が
り
ま
す
」
と
異
口
同
音
の
答
え
が
。

　

６
年
を
経
過
し
た
今
で
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー

も
増
え
、
会
員
の
中
に
は
、
週
の
う
ち
３
・
４

日
は
夕
食
を
作
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま

た
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
料
理
は
１
２
０
点

満
点
」と
の
褒
め
言
葉
を
も
ら
い
、孫
に
作
っ

て
あ
げ
る
の
が
楽
し
み
な
人
や
、
食
材
の
買

い
物
に
よ
く
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
な

ど
、
家
事
へ
の
参
加
の
度
合
い
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。

　

そ
ん
な
会
員
の
こ
と
を
浅
井
さ
ん
は
、「
理

想
の
夫
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
れ
る
資
格
十

分
」
と
高
く
評
価
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
夫
婦
助
け
合
い
な
が
ら

や
っ
て
い
か
な
い
と
だ
め
か
な
」
と
ぽ
つ
ん

と
漏
ら
し
た
一
人
の
言
葉
に
ほ
か
の
会
員
も

う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
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ワーク・ライフ・バランス

　

国
で
は
、本
年
度
を
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
元
年
と
し
て
、「
カ
エ
ル
！

ジ
ャ
パ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
カ
エ
ル
は
変
え
る
に

通
じ
る
言
葉
の
し
ゃ
れ
で
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
ひ
と
つ
『
働
き
方
』

を
変
え
て
み
よ
う
！
」。

　

ま
ず
は
ひ
と
つ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
変
え
て
み
て
、
時
間
の
使
い
か
た

や
趣
味
、
家
庭
、
周
り
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

と
は
？

　

だ
れ
も
が
仕
事
、
家
庭
生
活
、

地
域
生
活
、
自
己
啓
発
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
い
て
、
自
ら

の
希
望
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
展
開
で
き
る

状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

な
ぜ
今
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
な
の
？

　

経
済
の
低
迷
や
企
業
間
の
競
争

が
激
し
く
な
り
、
企
業
は
人
件
費

を
抑
え
よ
う
と
、
正
社
員
の
採
用

を
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
正
社
員
以
外
の
労
働

者
が
増
え
、
特
に
20
〜
30
歳
代
の

若
年
者
層
で
大
き
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
社
員
の
労
働
時
間
は

多
い
ま
ま
で
推
移
し
て
お
り
、
週

60
時
間
以
上
働
く
就
業
者
は
、
子

育
て
世
代
の
20
～
40
歳
代
の
男
性

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
家
事
や
育

児
を
し
よ
う
に
も
厳
し
い
状
況
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
、
今
で
は
勤
労
世
帯
の
過

半
数
が
共
働
き
世
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
社

会
基
盤
の
整
備
が
不
十
分
な
た

め
、
女
性
が
仕
事
を
続
け
て
い
く

に
は
十
分
な
環
境
で
あ
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
仕
事
を
続
け
る
女
性

は
、
男
性
の
働
き
方
の
影
響
を
受

け
て
、
家
事
も
育
児
も
こ
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
毎
日
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
時
代

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
こ
う
し
た

働
き
方
で
は
、
個
人
、
地
域
、
企

業
、
そ
し
て
社
会
全
体
が
持
続
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
の

生
産
性
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
女
性
や
高
齢
者
な
ど
の
人
材

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
多
様
な
働
き

方
が
で
き
る
よ
う
、
勤
務
時
間
を

短
く
し
た
り
、
個
々
に
設
定
が
で

き
る
よ
う
に
企
業
や
社
会
全
体
で

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
活
力

や
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
の
で
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
が
め
ざ
す
社
会

○
安
心
し
て
結
婚
や
子
育
て
も
で

き
る
よ
う
、
経
済
的
に
自
立
可

能
な
働
き
方
が
で
き
る
社
会

○
働
く
人
々
の
健
康
が
保
た
れ
、

家
族
や
友
人
た
ち
と
の
充
実
し

た
時
間
、
自
己
啓
発
や
地
域
活

動
に
参
加
す
る
時
間
が
持
て
る

社
会

○
だ
れ
も
が
意
欲
と
能
力
を
も
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
た
や

生
き
か
た
に
挑
戦
で
き
る
機
会

が
あ
り
、子
育
て
や
介
護
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
事
情
に
応
じ
た

働
き
か
た
が
選
べ
、
公
正
に
処

遇
さ
れ
る
社
会

働き方を変えてみよう！
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ゆとり度
　□家族との会話は一日 30 分以上ある
　□趣味や地域活動などにも打ち込んでいる
　□職場以外の友人がいる
　□残業しない日を決めている
　□育児休業は夫婦でバランスよく取った方がよいと思う

まわりの協力度
　□いざというときに助けてもらえる友人や知り合いがいる
　□隣近所の人とはちょっとした頼みごとができる間柄だ
　□子どもに積極的に家事をさせている（させたいと思っている）
　□職場では仲間と協力して仕事をする雰囲気がある
　□育児や介護支援などの支援情報を集めている

情報力度
　□口コミや本、インターネットなど情報源がたくさんある
　□こまめに自治会だよりや広報、新聞などをチェックしている
　□講座やイベントにはできるだけ参加する
　□初対面の人とも気軽に話せる方だ
　□集めた情報は使えるように整理している

とらわれ度
　□働いているいないにかかわらず、妻だけが家事をすべきだとは思わない
　□仕事だけでなく、家庭や地域のこと、自己啓発なども大切だと思う
　□男性が洗濯物を干したり、スーパーで買い物をしている姿は当たり前

だと思う
　□子育てや介護は男性も女性も共にかかわるべきだ
　□自治会やＰＴＡの会長は、性別ではなく、個人の適性で選ぶ

やる気度
　□仕事は自分自身の大切な一部である
　□仕事でのプレッシャーは自分自身でコントロールできる
　□朝の目覚めはいい方だ
　□職場では、男性も女性も対等な仕事のパートナーだと思う
　□「子育ても、仕事も」と望むことを「わがままだ」とは思わない

� 出典 :「男女共同参画流　やる気もゆとりも応援ワークブック」（滋賀県）

　あなたの“強み”“弱み”が見えてきましたか？
　この続きは、滋賀県ホームページに掲載されている「男女共同参画流　やる気
もゆとりも応援ワークブック」をご覧いただき、“なりたい自分”に近づく方法
を探ってみてください。

（URL：http://www.pref.shiga.jp/c/danjo/kankou/sonota/index.html）

合計 個

合計 個

合計 個

合計 個

合計 個

データで見る仕事と暮らしのバランスの今

出典 :「G-NET しが」2006 年秋号（滋賀県）
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旧石部町域での屋外一斉
放送を１０月末まで休止します
既存のアナログ防災行政無線
をデジタル化へ
　旧石部地域では、以前から地震
や台風・大雨などの災害発生時に、
アナログ方式の防災行政無線で情
報を伝達してきました。
　今回、市全域の防災行政無線の
整備に併せ、現行のアナログ方式
をデジタル方式にするため、屋外
拡声子局のスピーカーとアンテナ
の取替工事を行います。工事終了
予定の10月末までは屋外への一斉
放送ができませんので、ご理解を
お願いします。
　なお、家庭用受信機からは従来
どおり放送を聴くことができます。
問安心安全課〔東庁舎〕
　271◦2311　572◦2000

　《工事場所》
　　JR 三雲駅北側一帯および国道沿線
　　　（いずれも歩行者・自転車は通行可）
　《工事期間》
　　平成 21年 3 月19日まで
　　◎ＪＲ三雲駅や各店舗などへの出入りにご迷惑を

お掛けしないよう調整しながら実施します。
　　◎工事区域内を通行する人へは、迂回していただ

くなどご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願
いします。

　施工業者
　　　〈下水道工事〉（株）昭建
　　　〈上水道工事〉（株）大一通商　

三雲駅周辺の道路が通行
止め

・片側通行になります
上下水道工事のため来

年3月19日まで

問上下水道課〔東庁舎別棟〕　271◦2338　

凡　　例

片側通行区間 （夜間 : 午後10時～午前６時）

通行禁止区間 （昼間 : 午前９時～午後５時）

片側通行区間 （昼間 : 午前９時～午後５時）※月別の詳しい情報は湖南市ホームページをご覧
ください。

火の恐ろしさを再確認

　夏の夜の楽しみ「花火」。今
年も子どもたちにとって楽しみ
な季節がやってきました。
　しかし、手軽に楽しめる花火
も原料は火薬です。ルールを守
らないと火事や火傷などの事故
につながり、せっかくの楽しみ
が台無しになってしまいます。
　花火を楽しい思い出とするた
めにも、次のことに注意しま
しょう。

・広く安全な場所を選ぶ。
・風の強い時はしない。
・水の入ったバケツを用意する。
・子どもだけでは絶対にさせな
い。

　火災が起こったとき、真っ先
に危険にさらされるのは子ども
たちです。今一度、子どもたち
と火の取扱い、火災の恐ろしさ
について話し合い、楽しい夏の
思い出を作りましょう。

問甲賀広域行政組合湖南中央消防署　272◦0119

花火による火災にご注意
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市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を

　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、「
湖
南
市
総
合
計
画
」
の
実
現
に
向
け
て
、
土
地
利
用
計

画
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
や
都
市
計
画
に
関
す
る
事

業
な
ど
を
よ
り
具
体
的
に
定
め
る
た
め
、
湖
南
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・

ご
提
案
は
策
定
に
あ
た
っ
て
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
計
画
案
の
公
表
日

　

８
月
11
日（
月
）

■
募
集
期
間

　

公
表
日
～
９
月
５
日（
金
）

■
閲
覧
場
所　

都
市
計
画
課
、
情

報
公
開
室
（
東
庁
舎
）、
市
民

生
活
課
（
西
庁
舎
）、
各
公
民

館
、
市
民
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

本
館
、
各
会
館
、
三
雲
教
育
集

会
所
、
各
図
書
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

■
応
募
資
格

◦
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
す
る
人

◦
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有

す
る
人　

な
ど

■
応
募
方
法

　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
意
見

書
に
記
入
し
、
そ
の
場
で
提
出

し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま
た
は

F
A
X
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
意
見
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
〔
東
庁
舎
〕

　
（
〒
５
２
０

－

３
２
８
８
住
所

　

記
載
不
要
）

　

2
71

◦

２
３
３
６

　

5
72

◦

７
９
６
４

　
　

tokei@
city.konan.shiga.

　
　

jp

湖
南
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）
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『湖南市まちづくり
　　市民活動補助金』
　　　  交付団体決まる！

　６月 28 日に公開プレゼンテー
ションと審査会を行い、応募のあっ
た８団体による提案説明がありま
した。審査の結果、今年度は次の５
団体の活動が補助対象事業として
採択されました。

問まちづくり推進課〔東庁舎〕
　271◦2315　572◦2201

交付決定団体 活　動　名 全体事業費 交付決定額 主な活動内容

車椅子ダンス滋賀
甲西

みんなで踊ろう !! 車椅
子フォークダンス 122,000 円 100,000 円

・車椅子の扱い方、車椅子フォ
　ークダンスの技術習得を通し
　た交流活動
・車椅子フォークダンス体験講
　座の実施

出前マジック
手品の「ユーモア・夢・
楽しさ・感動・健康」
を届ける活動

416,800 円 100,000 円
・手品の技術を習得するための
　実技講習の開催
・手品出演のボランティア活動
　を通じた実技研修

いしべ夢まちづくり
委員会

石部の文化公開リレー
講座 140,000 円 100,000 円

・石部の伝承や文化についての
　公開リレー講座の開催
・石部の食文化、石部にまつわ
　る句碑についての検証

ひなの会 手作り作品を届ける活
動 95,000 円 95,000 円

・不要となった着物や古布など
　を各施設で必要とされる品物
　に再生するリサイクル・エコ
　活動

野洲川に親しむ会 野洲川の環境保全と川
の魅力を発見する事業 186,000 円 100,000 円

・野洲川ウォークの開催
・野洲川で水遊びを楽しむ活動
・ごみ拾いや草刈りなどの環境
　整備



　このたび、次のかたがたに新しく民生委員・
児童委員として地域の社会福祉の増進にご尽力
いただくことになりました。
　悩みや心配ごとがある場合は、地域の民生委
員・児童委員にご相談ください。

　行政に対する市民ニーズが多様
化・高度化する一方、厳しい財政状
況が続いており、簡素で効率的な市
役所を確立し、自立することが求め
られています。
　湖南市では 2回目となる事業仕分
けを昨年12月に続き実施します。
　どなたでも傍聴できますので、ぜ
ひ傍聴にお越しください。

■日時　 8月31日（日）
　午前 9時30分～午後 5時
■場所　共同福祉施設（サンライフ

甲西）

田中　武さん
（中央）

小島　満雄さん
（中央）

小島　博子さん
（柑子袋）

※かっこ内は担当地域です。

問社会福祉課〔東庁舎〕
　　271◦2327　572◦3788

事
業
仕
分
け
の
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　市が実施しているさまざまな事業（仕
事）について、そもそも必要かという
ところから考え、必要ならば、どこが
実施すべきかを判断し、仕分けしてい
く行政改革の一手法。

事業仕分けとは…

～
市
民
の
視
点
で
市
の
事
業
を
点
検
～

よろしくお願いします
新しい民生委員・児童委員

▲昨年 12 月の事業仕分けでは、鋭い意
　見が飛び交いました

問行政改革推進室（総務課内）〔東
　庁舎〕
　271◦2350　572◦3390
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谷 畑
市 長 の

まちまちまち
前線最前線最

づくり

レポート

まち

　

先
月
20
日
に
新
し
い
農
業
委
員

会
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
今
月
は
農
業
を
テ
ー
マ
に
レ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
統
計
で
は
、
市
内

の
農
家
は
７
２
７
戸
で
、
そ
の
う

ち
専
業
農
家
は
43
戸
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

耕
地
の
97
％
を
水
田
が
占
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
湖
南
市
の
農
業

の
主
力
は
米
づ
く
り
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
石
部
の
「
あ
ぼ
し

の
め
ぐ
み
」
を
は
じ
め
、
お
い
し

い
水
で
育
て
ら
れ
た
米
は
好
評
で

す
し
、
ほ
か
に
も
麦
や
大
豆
、
野

菜
な
ど
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
下
田
な
す
や
水
耕
み
つ
ば
、

朝
国
し
ょ
う
が
、
い
ち
ご
、
い
ち

じ
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
吉
永
か
ら
柑
子
袋
の
地

域
に
お
い
て
は
、
県
営
の
甲
西
南

部
ほ
場
整
備
事
業
が
進
ん
で
い
ま

す
。
農
業
後
継
者
対
策
と
い
う
こ

と
で
、
小
さ
な
田
ん
ぼ
を
集
め
て

効
率
的
な
農
業
経
営
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
集
落
営
農

組
織
を
作
り
、
み
ん
な
で
協
働
し

て
農
業
を
進
め
る
体
制
が
作
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

集
落
営
農
組
織
は
、
夏
見
、
吉

永
、
柑
子
袋
、
正
福
寺
、
菩
提
寺
、

針
、
平
松
の
７
組
織
が
現
在
立
ち

上
が
っ
て
い
ま
す
。
法
人
経
営
組

織
と
し
て
は
Ｔ
Ｉ
Ｋ
農
産
、
ア
グ

リ
甲
賀
、エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
妙
感
寺
、

朝
国
農
業
生
産
組
合
の
４
法
人
が

あ
り
、
ほ
か
に
個
別
経
営
の
担
い

手
が
市
内
に
17
名
お
ら
れ
ま
す
。

　

下
田
で
は
畜
産
や
ぶ
ど
う
栽
培

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
下
田
な
す

に
つ
い
て
は
大
分
浸
透
し
て
き
ま

し
た
が
、
ほ
か
の
な
す
に
比
べ
抗

酸
化
物
質
が
少
し
多
め
で
あ
る
と

い
う
報
告
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
学
校
給
食
で
は
、
米
は

市
内
産
、み
そ
は
「
善
水
寺
み
そ
」

を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
％
使
用
し
て

い
ま
す
。
食
の
安
全
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
顔
の
見
え
る
関

係
で
作
ら
れ
た
地
場
産
品
で
あ
れ

ば
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら
」
で
直

販
も
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
田
ん

ぼ
づ
く
り
に
ぜ
ひ
興
味
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。
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周囲のことも考えて！

野焼きは法律で
禁止されています

　「近所で野焼きをしていて、煙やにおいで大変迷
惑している」という苦情が市に寄せられています。
　地面に穴を掘っての焼却はもちろん、ドラム缶
や簡易焼却炉による焼却、無施設焼却などは野焼
きと同じです。周りの住民への迷惑やダイオキシ
ンなどの有害物質の発生原因になりますのでやめ
ましょう。
　野焼きは、原則的に法律で禁止されており、違
反すると５年以下の懲役、１千万円以下の罰金の
いずれかまたは両方が科せられます（廃掃法第 25
条第1 項10 号）。また、例外として規定された行為
であっても、安易に焼却せず、周囲の生活環境に
配慮する必要があります。

　家庭から出る燃えるごみや資源ごみは、決めら
れた日に決められた場所へ分別して出してくださ
い。

燃やさずにごみで出そう

◦農業者が行う稲わらなどの焼却や林業者が行
う伐採した枝木の焼却など

◦「どんど焼き」などの宗教上の行事
◦キャンプファイヤー
◦たき火などであって周辺環境に迷惑がかから

ない軽微なもの
　※特に住宅地に近い場所などでは煙や灰によ

る苦情につながります。また、日常的に行っ
ている場合には軽微と言えません。

　問環境課〔東庁舎〕
　　271◦2358　572◦2201

野焼きの例外

  

水
漏
れ
修
理
に

　
　
　
　

高
額
請
求
!?

　

蛇
口
の
水
漏
れ
修
理
の
チ
ラ
シ

に
「
水
漏
れ
３
、０
０
０
円
か
ら
」

と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
業
者
を
呼

び
修
理
を
依
頼
し
ま
し
た
。
作
業

担
当
者
は
「
壁
の
中
に
水
が
漏
れ

て
染
み
込
ん
で
い
る
」
と
蛇
口
周

り
の
壁
を
は
が
し
60
万
円
と
見
積

も
り
ま
し
た
。
高
過
ぎ
る
の
で
応

急
処
置
だ
け
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
壁
は
は
が
さ
れ
た
ま
ま
で

3
万
円
請
求
さ
れ
ま
し
た
。

依
頼
時
に
費
用
を
し
っ
か
り
確
認

　

見
積
も
り
額
が
広
告
に
表
示
さ

れ
た
金
額
と
か
け
離
れ
て
高
額
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
出
張
費

や
点
検
費
、
部
品
代
な
ど
が
加
算

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
電
話
す
る

と
き
に
は
来
訪
や
見
積
も
り
だ
け

で
も
費
用
が
発
生
す
る
の
か
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

　

業
者
か
ら
設
備
を
交
換
し
な
け

れ
ば
直
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
場
合

に
も
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
ま
ず
は

応
急
処
置
だ
け
を
求
め
、
他
業
者

に
も
見
積
も
り
を
依
頼
し
そ
れ
ら

を
比
較
し
納
得
の
う
え
で
契
約
し

て
く
だ
さ
い
。
見
積
も
り
を
依
頼

す
る
と
き
は
、
湖
南
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
の
で

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
か
ら
止
水
栓
を
確
認

　

水
道
の
水
漏
れ
の
場
合
は
、
被

害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
ま

ず
水
を
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ト
イ
レ
、
台
所
、
浴
室
、
洗

面
所
、
洗
濯
機
な
ど
の
止
水
栓
の

場
所
を
日
ご
ろ
か
ら
確
認
し
て
お

き
、
緊
急
の
場
合
に
も
慌
て
ず
対

処
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
家
全
体
の
元
栓
が
水
道

メ
ー
タ
ー
付
近
に
あ
る
の
で
、
そ

の
場
所
と
締
め
方
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
も
有
効
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
…

　

消
費
者
が
自
ら
電
話
で
業
者
を

呼
び
、
依
頼
し
た
修
理
作
業
が
問

題
な
く
完
了
し
て
い
る
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
安
心
安
全
課
消
費
生
活
相
談
窓

　

口
〔
東
庁
舎
〕

　

2
71
◦
２
３
６
０

　

5
72
◦
２
０
０
０

相
談 消費者

悩みの相談室
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農
業
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

　

７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

湖
南
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
は
、
立
候
補
者
数
が
定
数
と

同
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
無
投
票
当

選
で
新
し
い
委
員
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る

18
人
と
選
任
に
よ
る
６
人
の
合
計

24
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
農
地

法
や
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
い
て
、
農
地
の
売
買
・
貸

借
の
許
認
可
の
ほ
か
、
農
地
利
用

の
調
整
や
紛
争
の
解
決
を
行
う
な

ど
、
地
域
農
業
の
振
興
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
３
年
間
に
わ
た
り
、
こ
れ

ら
の
農
政
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
く
委
員
は
、次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
・
届
出
順
）

　　

加　

藤　

　

文

　

黄　

瀨　
　
　

耕

　

武　

田　

三　

省

　

服　

部　
　
　

仁

　

中　

野　

正　

義

　

髙　

畑　

新　

作

　

⻆　

田　

多
賀
夫

　

松　

原　

栄　

樹

　

千　

代　

茂　

喜

　

北　

村　

惠　

雄

　

荻　

原　

一　

男

　

松　

島　

祐　

二

　

大
久
保　

英　

雄

　

望　

月　

幸　

一

　

芦　

田　

慶　

三

　

谷　

口　

久　

稔

　

上　

覀　
　
　

孝

　

小　

島　

孝　

市

　

西　

尾　

茂　

樹

　
（
甲
賀
郡
農
業
協
同
組
合
推
薦
）

　

鈴　

木　

隆　

一

　
（
甲
賀
湖
南
農
業
共
済
組
合
推
薦
）

　

中　

川　

茂　

一

　
（
野
洲
川
土
地
改
良
区
推
薦
）

　

上　

田　

和　

子（
議
会
推
薦
）

　

奥　

村　

み
つ
子（
議
会
推
薦
）

　

中　

村　

武　

治（
議
会
推
薦
）

　

選
挙
に
よ
る
委
員
（
18
人
）

　

選
任
に
よ
る
委
員
（
６
人
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

草
津
社
会
保
険
事
務
所

10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
を

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
お
得
で

す
　

10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で

の
６
か
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料

を
、
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
納

付
（
６
か
月
前
納
）
す
る
と
、
保

険
料
が
８
５
、４
８
０
円
と
な
り
、

毎
月
１
４
、４
１
０
円
を
納
付
す

る
よ
り
も
９
８
０
円
お
得
に
な
り

ま
す
。

　

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
ま
た
は
草
津
社
会

保
険
事
務
所
（
郵
便
局
を
希
望

す
る
場
合
は
郵
便
局
の
窓
口
）
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
口
座
振
替
に
よ
っ

て
毎
月
納
付
し
て
い
る
人
が
、
口

座
振
替
に
よ
る
６
か
月
前
納
を
希

望
す
る
場
合
は
、
振
替
方
法
の
変

更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
手
続
き
か
ら
引
き
落
と

し
ま
で
に
２
か
月
近
く
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

は
今
月
末
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

一
部
納
付
の
承
認
を
受
け
た
人
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
納
付

（
一
部
免
除
）
制
度
（
４
分
の
１

納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３
納

付
）
は
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
残
り
の
保
険

料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
制
度
で

す
。
承
認
を
受
け
た
人
が
、
残
り

の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た

場
合
は
未
納
期
間
と
同
じ
扱
い
と

な
り
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要

な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
に
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
老

齢
基
礎
年
金
は
も
と
よ
り
、
け
が

や
病
気
で
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
の
で
、
必
ず
納
付
し
ま
し
ょ

う
。

　

保
険
料
の
納
期
限
は
、
通
常
の

保
険
料
と
同
じ
翌
月
末
で
す
。
ま

た
、
納
期
限
か
ら
２
年
が
経
過
す

る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
は

草
津
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
推
進
員
が
戸
別
訪
問
し

て
い
ま
す

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
皆
さ

ん
の
年
金
受
給
権
を
確
保
す
る
た

め
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
職
員
の

ほ
か
、
国
民
年
金
推
進
員
が
訪
問

し
、
国
民
年
金
制
度
の
案
内
や
保

険
料
の
領
収
・
納
付
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
「
国
民
年
金
推
進
員
」
は
、
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
た
非
常
勤
の

国
家
公
務
員
で
す
。
平
日
の
昼
間

以
外
に
夜
間
や
休
日
に
も
訪
問
し

て
い
ま
す
。

問
草
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

　

金
業
務
課

　

2
０
７
７
◦
５
６
７
◦
２
２
２
０
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乳がんの自己検診で
早期発見を！！

問健康政策課〔保健センター〕
　272◦4008　572◦1481

　乳がんは年々増加傾向にあり、女性がかかる
がんの中で罹患率がトップです。しかし、自分
で発見することのできるがんのひとつでもあり
ます。実際に、病院で乳がんと診断された女性
の約80％は自分でなにか変だなと思って受診し
ています。早く発見し治療すればほとんどが治
る病気です。
　がんを発見すると思うと怖くなるので、普段
の乳房と変わりがないかと定期的に確認しま

しょう。これが自己検診です。月に１度は自己
検診を行い、定期的に乳がん検診を受けて、早
期発見をしましょう。
　自己検診は毎月、月経終了の１週間後ぐらい
に、また、閉経した人は誕生日や１日など日に
ちを決めて行いましょう。
　自己検診で乳房がいつもと何か違うと感じた
ら、ためらわずに乳腺外来、もしくは外科を受
診しましょう。
　自分でどのようにしたらよいか分からない人
は、乳がん検診時に実施する自己検診教室へお
越しください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

出典：財団法人 滋賀県健康づくり財団「乳がんの自己検診法パンフレット」

乳がんのできやすいところ
　乳房の外側の上方がいちばん多
く、次いで内側の上方、外側の下方、
乳首付近、内側の下の順になってい
ます。
注）２部位以上にまたがる症例があるため、
　　合計は 100% を超える。
出典 : 聖マリアンナ医科大乳腺・内分泌外科
　　   データ

※日程などは 26 ページをご確認ください。
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５
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第

45
回
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い

に
お
い
て
、
山
本
明
子
さ
ん
（
石

部
中
央
）が
法
務
大
臣
感
謝
状
を
、

國
枝
艶
子
さ
ん
（
石
部
西
）
が

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会

長
表
彰
状
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
ま
し
た
。

　

旧
石
部
町
更
生
保
護
女
性

会
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
お

　

７
月
20
日
に
下
田
商
店
街
で
開

催
さ
れ
た
下
田
商
工
夏
祭
り
に
、

市
の
友
好
交
流
提
携
都
市
で
あ
る

北
海
道
比
布
町
か
ら
佐
藤
副
町
長

と
植
村
総
務
企
画
課
長
が
は
る
ば

る
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
の
う
だ
る
よ
う

な
暑
さ
が
夕
暮
れ
に
な
っ
て
も
続

き
、
暗
く
な
り
始
め
た
こ
ろ
に
は

法
務
大
臣
感
謝
状
、

　

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
彰
を
受
賞

二
人
は
、
更
生
保
護
の
心
と
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
永
年
尽

力
。
ま
た
、
山
本
さ
ん
は
湖
南
地

区
更
生
保
護
女
性
会
発
足
後
も
、

会
長
を
経
て
県
更
生
保
護
女
性
連

盟
常
務
理
事
と
し
て
現
在
も
活
躍

中
で
す
。

山本 明子さん

　

７
月
20
日
、
石
部
文
化
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー
で
80
人
余
り
が
、
ギ
タ
ー

や
ピ
ア
ノ
な
ど
の
伴
奏
に
合
わ
せ

て
懐
か
し
の
名
曲
を
口
ず
さ
み
ま

し
た
。

　

石
部
文
化
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
を
人

が
自
由
に
行
き
来
す
る
空
間
に
し

よ
う
と
、
石
部
文
化
ホ
ー
ル
自
主

事
業
実
行
委
員
会
「
い
べ
っ
く
」

が
初
め
て
企
画
し
た
歌
声
喫
茶
。

最
初
は
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
来
場
者

も
、
徐
々
に
思
い
思
い
の
曲
を

次
々
と
リ
ク
エ
ス
ト
。
昔
歌
っ
た

懐
か
し
い
唱
歌
に
な
る
と
一
段
と

大
き
な
歌
声
が
ロ
ビ
ー
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　

い
べ
っ
く
代
表
の
竹
内
み
ゆ
き

さ
ん
は
、「
カ
ラ
オ
ケ
で
な
く
会

場
の
み
ん
な
が
大
き
な
声
で
歌
え

る
と
こ
ろ
が
歌
声
喫
茶
の
魅
力
。

予
想
以
上
の
来
場
者
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
今
後
も
っ
と
開
催
回

数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
比ぴ
っ
ぷ布

か
ら
の

　
　
　
　
　
　

使
者
が
来
訪

◎
下
田
商
工
夏
祭
り

涼
を
求
め
る
人
々
で
商
店
街
は

埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

な
か
二
人
は
、
北
海
道
産
の
と
う

も
ろ
こ
し
や
町
特
産
の
い
ち
ご

を
使
っ
た
ワ
イ
ン
や
ジ
ャ
ム
な

ど
の
販
売
に
汗
を
流
し
、
見
る
間

に
す
べ
て
が
完
売
。

　
「
朝
か
ら
日
差
し
が
痛
い
ぐ
ら

い
。
と
に
か
く
暑
い
で
す
ね
。
密

國枝 艶子さん

あなたの周りの身近な出来事や話題をお待
ちしています。
　秘書広報課 　71●2300　　72●1467 へ

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
を

　
　
　

人
と
つ
な
が
る
空
間
に

◎
市
民
が
集
う
参
加
型
コ
ン
サ
ー
ト
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
フ
ェ

集
し
て
動
け
な
い
ほ
ど
の
人
出
に

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
」
と
話
す

二
人
。
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
花
火
が
点
火
さ

れ
る
と
、
通
り
を
ま
る
で
昼
間
の

よ
う
に
明
る
く
照
ら
す
光
の
カ
ー

テ
ン
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

佐藤副町長（右から 2 人目）植村総
務企画課長（左端）

9
月
21
日
の
午
後
2
時
か
ら
2
回
目
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
フ
ェ
が

開
か
れ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
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　保育園や幼稚園での子ども
たちのとっておきの会話を紹
介するコーナーです。今月は
平松保育園です。

　生まれたばかりのシュン君と一緒にハイ
チーズ♡我が家のだんご三兄弟、今日も元気
いっぱいです！

仁さん・和子さん（三雲）

　ＪＡ甲賀郡甲西支所
の一角に農事組合法人
グリーンファーム香清
があります。ここは平
成５年 (1993年) に農
家の女性たちが出資
し、自らの就業の場と
して『おいしい風、ゆ
たかな時、ふるさとの
息吹をあなたに』というキャッチフレーズの下に
設置されました。
　今回ご紹介する鵜飼勝美さんは法人設立段階か
ら携わり、女性ならではの視点で地域の特産品づ
くりに力を注いでこられ、二代目の代表理事に就
任されました。
　「設立段階から地元の農産物を使い、加工し、地
元を中心に販売を行ってきました。当時は女性の
起業と言えども、当然男性の協力もお願いしてき
ましたし、組合員、仲間、そして家族の協力も大

きなものがありました。このようにたくさんの人々
の協力が結実して、大変な中でも灯がともっている
ことは本当にありがたいことです」と話す鵜飼さん。
　この活動を続けていくうえでのやりがいは？とい
う問いには「今までいろいろなところから視察を受
け入れたり、こちらから出かけて行っていろいろな
人に合わせていただきました。そこで交流を深めら
れたことが今の活動に生かされていると思います。
最初から一貫して地産地消を目標にしており、コス
トの面では苦しいですが、最近の食育の流れにも合
うことなどから、今では学校給食センターで使用す
る味噌のすべてをわたしたちの『善水寺みそ』を使っ
ていただいています。わたしたちが作る特産物を
もっと市民の皆さんに広く知っていただければ」と
答えていました。

愛 ド ル大募集　どしどしご応募ください。

Ａちゃん	「先生、雲見てー」
保育士	 「ん？どこどこ？」
Ａちゃん	「めっちゃ速く動いてるやろ！」
保育士　	「ほんまやなあ、速いなあ」
Ａちゃん	「雲が走ってるんやでー！」

雲に乗ってどこまでも
行ってみたいね。
向こうには何があるのか
な。夢がいっぱいふくら
むのでした。

No.2

5 歳児

その日の雲はとっても流れが速く、みんなそんな
雲をながめていました。

鵜飼 勝美さん

井上 直
な お や

哉 くん    7 歳

太
た い せ い

成 ちゃん 4 歳

隼
し ゅ ん ご

吾 ちゃん 0 歳

家
愛ドル

のわが

▲豆腐づくりに精を出す鵜飼さんとグリーンファームの仲間

女性の力で特産品を
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スポーツで

がんばった人を
表彰します

【
中
学
生
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

大
熊　

礼
菜

〈
準
優
勝
〉　

西
田　

梓

第
４
回
湖
南
市
地
区
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

●�

6
月
15
日
・
7
月
6
日　

野
洲

川
親
水
公
園
ほ
か

〈
優　

勝
〉
中
央
区

〈
準
優
勝
〉
近
江
台
区

市
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

●
６
月
22
日　

水
戸
体
育
館

【
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

横
山　

紀
行

〈
準
優
勝
〉　

泉　

と
し
お

【
40
歳
以
上
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

金
子　

幸
枝

〈
準
優
勝
〉　

八
田　

良
子

【
50
歳
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

山
下　

秀
文

〈
準
優
勝
〉　

田
中　

靖
雄

【
男
子
エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

衣
川　

敏
雄

〈
準
優
勝
〉　

大
谷　

俊
文

【
女
子
エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

大
谷　

孝
子

〈
準
優
勝
〉　

藤
塚　

秀
代

湖
南
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

●
６
月
29
日　

ボ
ウ
ル
滋
賀

【
マ
イ
ボ
ー
ル
の
部
】

〈
優　

勝
〉
福
永　

浩
幸

〈
準
優
勝
〉
佐
治　

広
彦

【
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ル
の
部
】

〈
優　

勝
〉
橋
本　

正
子

〈
準
優
勝
〉
今
川　

美
千
恵

の

9
月

予
定

日
時　

8
月
30
日（
土
）～
9
月
１

日（
月
）

午
前
８
時
～

（
予
備
日　

9
月
2
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園
ほ
か

問�

日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
事
務
局

2
・
5
0
5
2
◦
9
3
5
◦
4
0
9
8

◎
こ
の
大
会
は
、
高
齢
化
が
進
む

な
か
で
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
な
生
活
を
願
い
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
を
通
じ
て
全
国

の
高
齢
者
の
交
流
と
連
帯
の
輪

を
広
げ
る
た
め
開
催
さ
れ
る
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
結
果　
敬
称
略

湖
南
市
春
季
剣
道
大
会

●
６
月
８
日　

雨
山
体
育
館

【
基
本
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

森
松　

直
也

〈
準
優
勝
〉　

山
崎　

睦
貴

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

斉
藤　

達
哉

〈
準
優
勝
〉　

青
木　

奨
弥

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

橋
本　

樹

〈
準
優
勝
〉　

中
村　

真
綾

【
中
学
生
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

北
村　

優
太

〈
準
優
勝
〉　

正
木　

大
毅

※スポーツ結果は湖南市ホームページにも掲載しています

第
４
回
ふ
れ
あ
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

日
時　

9
月
7
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
～

会
場　

総
合
体
育
館

第
４
回
湖
南
市
秋
季
軟
式
野
球
大
会

日
時　

9
月
7
日（
日
）·
14
日

（
日
）·
21
日（
日
）、10
月
12
日

（
日
）·
19
日（
日
）·
26
日（
日
）

午
前
9
時
〜

会
場　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

第
４
回
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

日
時　

9
月
7
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
～

（
予
備
日　

9
月
14
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

秋
季
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
（
ダ

ブ
ル
ス
）

日
時　

9
月
14
日（
日
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日　

9
月
21
日
）

会
場　

雨
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

9
月
14
日（
日
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日　

9
月
21
日
）

会
場　

野
洲
川
運
動
公
園

湖
南
市
秋
季
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
交
流
会

日
時　

9
月
21
日（
日
）

午
前
9
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

市
長
杯
お
よ
び
ペ
ア
ー
ゴ
ル
フ
大

会
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

日
時　

9
月
26
日（
金
）

午
前
9
時
～

会
場　

近
江
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル

日
時　

9
月
28
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

市
民
水
泳
大
会

日
時　

9
月
28
日
（
日
）

午
前
9
時
～

会
場　

甲
賀
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

問�

湖
南
市
体
育
協
会
〔
石
部
文
化

総
合
セ
ン
タ
ー
〕

2
77
◦
3
3
5
6

5
77
◦
3
2
2
7

第
14
回
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
滋
賀
・
湖
南
大
会

第
13
回
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
滋
賀
・
湖
南
大
会

　湖南市体育協会では、本市のスポーツ振興に
功績が顕著であると認められる人、スポーツ振
興の模範となる人をスポーツカーニバル開催時
に表彰します。
　次の条件に該当する人は、８月15日（金）まで
に体育協会事務局へご連絡ください。

☆ 昨年８月１日から今年７月31日までの間に、
県大会などで優勝、近畿大会で上位入賞（３
位まで）または全国・国際大会に出場した人

☆ 本年度の県民体育大会への出場が通算５回目
または10回目の出場になる人

問 湖南市体育協会事務局（石部文化総合セン
ター内）

　277◦3356　577◦3227
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■
日に
ち

時じ　

8
月が
つ

29
日に
ち（
金き
ん

）

　

午ご

後ご

6
時じ

30
分ぷ
ん

～
9
時じ

■
場ば

所し
ょ　

共
き
ょ
う

同ど
う

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

（
サ
ン

　

ラ
イ
フ
甲こ
う

西せ
い

）

■
演え
ん

題だ
い　

ア
メ
リ
カ
１
０
０
０
０

㎞
の
放ほ
う

浪ろ
う

の
旅た
び

か
ら
～
“
虹に
じ

を

え
が
く
”
と
い
う
生い

き
方か
た

～

■
講こ
う

師し　

岡お
か

本も
と

工こ
う

介す
け

さ
ん
（
高た
か

槻つ
き

市し

人じ
ん

権け
ん

ま
ち
づ
く
り
協
き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

次じ

長ち
ょ
う

）

■
講こ
う

師し

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

部ぶ

落ら
く

解か
い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

の
た
め
に
被ひ

差さ

別べ
つ

部ぶ

落ら
く

に
移う
つ

り
住す

ん
だ
両り
ょ
う
し
ん親

の

下も
と

、
１
９
７
９
年ね
ん

大お
お

阪さ
か

に
生う

ま
れ

る
。
中
ち
ゅ
う

学が
く

時じ

代だ
い

の
差さ

別べ
つ

体た
い

験け
ん

か
ら

自み
ず
から
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
地ち

域い
き

の
共
き
ょ
う

依い

存ぞ
ん

的て
き

な
人に
ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

・
閉へ
い

鎖さ

的て
き

な
環か
ん

境き
ょ
うを
否ひ

定て
い

的て
き

に
と
ら
え

て
し
ま
う
が
、
21
歳さ
い

の
と
き
、
祖そ

第だ
い

５
回か

い

湖こ

南な
ん

市し

青せ
い

年ね
ん

集し
ゅ
う

会か
い

発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいがある人
ひと

への理
り

解
かい

と支
し

援
えん

　「何
なん

べん言
い

うたら分
わ

かんねん?!」と言
い

われた
ら、緊

きん

張
ちょう

感
かん

が生
う

まれ、シャキッとして、正
ただ

しい
答
こた

えや行
こう

動
どう

になる…というのが、これまでの子
こ

ど
もに対

たい

する考
かん

え方
かた

でした。
　ところが、「何

なん

べん言
い

うても分
わ

からない」子
こ

ど
もが、本

ほん

当
とう

はたくさんいることに、わたしたち
大
お と な

人は気
き

づいているでしょうか。
　分

わ

からない理
り

由
ゆう

はさまざまです。話
はなし

を聞
き

くこと
だけでは内

ない

容
よう

を理
り

解
かい

することが難
むずか

しかったり、話
はなし

の内
ない

容
よう

をイメージすることが苦
にが

手
て

、話
はなし

を集
しゅう

中
ちゅう

して
聞
き

くことが苦
にが

手
て

であったりすることが考
かんが

えられま
す。
　以

い

前
ぜん

なら、「聞
き

き手
て

の気
き

合
あい

が足
た

らん」の一
ひと

言
こと

で
済
す

まされてしまうこともありました。また、本
ほん

当
とう

にその一
ひと

言
こと

で、注
ちゅう

意
い

力
りょく

・集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

がよくなること
もありました。しかし、「気

き

合
あい

が足
た

らん」では済
す

まない子
こ

どもがいることも事
じ

実
じつ

です。
　このことは、「何

なん

で仲
なか

良
よ

うできひんねん?!」と
いうことにも言

い

えることです。仲
なか

良
よ

くするための
ふるまい方

かた

が十
じゅう

分
ぶん

に身
み

についていなかったり、あ
るいは、そのことについての理

り

解
かい

が難
むずか

しい子
こ

ども

父ふ

の
死し

と
い
う
転て
ん

機き

が
訪お
と
ず

れ
る
。

そ
し
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
居き
ょ

留り
ゅ
う

区く

を
知し

り
、
多た

様よ
う

な
出で

会あ

い
か
ら
子こ

ど
も
の
『
自じ

己こ

肯こ
う

定て
い

感か
ん

』
に
つ
い

て
「
自じ

分ぶ
ん

を
大た
い

切せ
つ

に
思お
も

え
な
い
人に
ん

間げ
ん

が
、
人ひ
と

を
大た
い

切せ
つ

に
で
き
る
は
ず

が
な
い
し
、
人ひ
と

と
つ
な
が
り
を
持も

つ
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
考か
ん
がえ

始は
じ

め
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
環か
ん

境き
ょ
うプ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
も
多た

忙ぼ
う

な
日ひ

び々

を
送お
く

る
。

※
手し
ゅ

話わ

通つ
う

訳や
く

・
託た
く

児じ

サ
ー
ビ
ス

あ
り
。
申も
う

し
込こ

み
は
8
月が
つ

22
日に
ち

（
金き
ん

）
ま
で
に
。

※
参さ
ん

加か

申も
う

し
込こ

み
は
不ふ

要よ
う

。

※
年ね
ん

齢れ
い

に
関か
か

わ
ら
ず
ど
な
た
で
も

参さ
ん

加か

で
き
ま
す
。

■
主し
ゅ

催さ
い　

第だ
い

5
回か
い

湖こ

南な
ん

市し

青せ
い

年ね
ん

集し
ゅ
う

会か
い

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

・
湖こ

南な
ん

市し

教き
ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

会か
い

問
人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

課か

〔
西に
し

庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

〕

　

2

77
◦
７
０
３
６　

　

5
77
◦
４
１
０
１

広ひ
ろ

げ
よ
う
心

こ
こ
ろの

つ
な
が
り
み
ん
な
で
踏ふ

み
出だ

す
第だ

い

一い
っ

歩ぽ

子どもたちは、今
こ い ま

もいます。
　このようなことは、たくさんの子

こ

どもが集
あつ

まる
場
ば

、例
たと

えば子
こ

ども会
かい

の集
あつ

まりやスポーツ少
しょう

年
ねん

団
だん

で
の練

れん

習
しゅう

などで感
かん

じられることがあります。せっか
く、「子

こ

どもに楽
たの

しい思
おも

いを」「子
こ

どもに自
じ

信
しん

が
つくように」と関

かか

わっているのに、逆
ぎゃく

に、関
かか

わっ
た大

おと

人
な

が不
ふ ゆ か い

愉快な思
おも

いをし、参
さん

加
か

した子
こ

どもも、
おもしろくなかったとふてくされ、自

じ

分
ぶん

って「で
きひんやん」という思

おも

いを強
つよ

くさせてしまう…。
そんな経

けい

験
けん

をお持
も

ちではないでしょうか。
　こういった子

こ

どもの中
なか

には発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいがある、
またはその疑

うたが

いがある子
こ

どももいます。次
じ

号
ごう

から
発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいについて続
つづ

けてお伝
つた

えします。

問人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

課
か

〔西
にし

庁
ちょう

舎
しゃ

〕
　277◦7036　577◦4101
　学

がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

〔西
にし

庁
ちょう

舎
しゃ

〕
　277◦7011　577◦4101
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湖南市リサイクルプラザ
75 ● 3933　 75 ● 3904

交換銀行
環境課〔東庁舎〕 71 ● 2358　 72 ● 2201

今月の納税など

16日（土）午前8時30分〜午後5時15分
税務課〔東庁舎〕 71 ● 2320　 72 ● 2460

今月の休日納税相談日

◎譲ります
　◦ホームデスク
　◦卓球台

◎譲ってください
　◦ボーイスカウト  カブ隊員服一式
　◦婦人用自転車
　◦子ども用自転車（小学校低学年  男児用）
　◦婦人服（上 : L ～ LL、下 : ウエスト 76㎝以下）
　◦男児服上下（100～ 130cm）
　◦電子ピアノ
　◦チャイルドシート（３歳くらい用）
　◦水槽（90～ 120cm）、ろ過器、照明、台など

　リサイクルプラザは、燃えないごみを処理する施設で
す。燃えるごみ、家電リサイクル４品目、家庭用パソコ
ンなどお預かりできないものがあります。「保存版ごみの
分け方出し方マニュアル」で必ず確認してください。
　「粗大ごみ」などの受付は、平日の午前９時～午後４時
です。この時間帯で搬入できない人は、毎月１回の「休
日開所日」を利用してください。

納期限 ９月１日（月）

●市県民税（第２期）
●国民健康保険税（第４期）
●保育料
● 後期高齢者医療保険料（第
２期）

●介護保険料
●住宅使用料
●上水道使用料
●下水道使用料

今月の休日開所日
17日（日） 午前９時～午後４時まで受付

　「粗大ごみ」を直接搬入できない人は、戸別収集を利用
してください。

今月の「粗大ごみ」戸別収集日
収集日 申し込み期限
12日（火） ８日（金）午前中
19日（火） 15日（金）午前中
26日（火） 22日（金）午前中

※ 「粗大ごみ」戸別収集の申し込みは、期限までの平日
（執務時間内）に電話かＦＡＸでリサイクルプラザへ。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

標
語
募
集

　

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
で

は
、
平
成
20
年
度
の
北
方
領
土
返

還
運
動
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法　

9
月
30
日（
火
）ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
作
品
と

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
職
業
を
は
が
き
ま
た
は

E
メ
ー
ル
で
。

※�

は
が
き
の
場
合
は
1
枚
に
1
作
品

※�

入
選
者
に
つ
い
て
は
、
氏
名
、

居
住
地
の
都
道
府
県
市
町
村
名

を
公
表
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
賞

○�

優
秀
作
品　

1
人　

　

賞
状
・
賞
金
（
5
万
円
）

○�

優
秀
賞　

4
人

　

賞
状
・
賞
金　
（
2
万
円
）

○�

佳
作　

5
人

　

賞
状
・
賞
金　
（
5
千
円
）

問�

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問

題
対
策
協
会
（
〒
1
1
0

−

0
0
1
4
東
京
都
台
東
区
北
上

野
1

−

9

−

12
住
友
不
動
産
上

野
ビ
ル
9
階
）

　

2
03
◦
3
8
4
3
◦
3
6
3
0

　

hyougo@
tk.hoppou.go.jp

●し尿くみ取り業務
　８月14日（木）、15日（金）は夏期特別休業日で
す。
　臨時のくみ取りを、夏期特別休業日前に希望
される場合は、期限までに業者へ直接お電話に
てお申し込みください。

※ 休業前後はくみ取り業務が大変混雑し、申し込ん
でいただいても希望に添えない場合があります。
余裕をもって早めに申し込んでください。なお期
限後に申し込まれた場合は18日（月）以降のくみ取
りになります。

● 家電リサイクル品（エアコン、テレビ、冷蔵
庫・冷凍庫、洗濯機）の取り扱い

　８月13日（水）～17日（日）は夏期特別休業日で
す。
〔市委託業者〕

石部運輸倉庫（株） 277◦3123
（有）滋賀山急  	 277◦2331
甲西陸運（株）	 272◦1241

（株）松田商事 	 271◦4800

（株）日映日野
20748◦53◦3941

（株）ヒロセ
20748◦52◦0943

申込期限 8月11日（月） 8月6日（水）

し尿くみ取り・
家電リサイクル処理
夏期特別休業のお知らせ

16KONAN  2008.8

お知らせあらかると情報
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■�

会
場　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ

か
※�

ス
タ
ッ
フ
に
は
参
加
日
数
分
の

謝
礼
が
あ
り
ま
す
。

問
湖
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

2
72
◦
4
1
0
2
　

5
72
◦
8
8
9
8

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

2
・
5
72
◦
1
5
2
3

自
動
車
税
を
納
め
ま
し
た

か
　

県
で
は
平
成
20
年
度
の
自
動
車

税
が
未
納
の
人
に
対
し
督
促
状
を

発
行
し
ま
し
た
。
未
納
の
ま
ま
放

置
す
る
と
、
預
金
・
給
与
・
自
動

車
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
県
税
取
扱
窓
口
で

早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
り
納
付
で
き
な
い
と
き
は
、
督

促
状
の
封
筒
に
記
載
さ
れ
て
い
る

県
の
取
扱
機
関
へ
必
ず
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問�

南
部
振
興
局
甲
賀
県
事
務
所
税

務
課

　

2
63
◦
6
1
0
6

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届

　

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

現
況
届
お
よ
び
所
得
状
況
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提

出
が
遅
れ
た
り
、
手
続
き
を
行
わ

な
か
っ
た
り
す
る
と
手
当
の
支
給

が
遅
れ
た
り
、
停
止
さ
れ
た
り
し

ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭

な
ど
が
対
象
の
手
当
で
す
。

■
提
出
期
間

○�

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　

8
月
29
日（
金
）ま
で

○�

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届

　

�

8
月
11
日（
月
）～
9
月
10
日

（
水
）

問
子
育
て
支
援
課
〔
東
庁
舎
〕

　

2
71
◦
2
3
2
8

　

5
72
◦
3
7
8
8

申
込
受
付
中
!

ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト

定
期
便

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
年
に
3
回
（
6

月
、
10
月
、
2
月
）
ひ
と
り
親
家

庭
施
策
や
子
育
て
関
連
な
ど
の
各

種
情
報
を
滋
賀
県
ひ
と
り
親
家
庭

福
祉
推
進
員
が
自
宅
へ
お
届
け
す

る
『
ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
定

期
便
』
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

希
望
す
る
人
は
、
子
育
て
支
援
課

の
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
子
育
て
支
援
課
〔
東
庁
舎
〕

　

2
71
◦
2
3
9
0

　

5
72
◦
3
7
8
8

障
が
い
児
ホ
リ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
協
力
ス
タ
ッ
フ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ホ
リ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
障
が

い
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

地
域
交
流
を
通
し
自
立
を
促
す
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
プ
ー

ル
や
お
出
か
け
、
ゲ
ー
ム
な
ど
楽

し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■�

日

時　

8
月
1
日（
金
）・

4
日（
月
）・
5
日（
火
）・
7

日（
木
）・
8
日（
金
）・
11
日

（
月
）・
18
日（
月
）・
20
日（
水
）

～
22
日（
金
）・
25
日（
月
）・
26

日（
火
）・
28
日（
木
）・
29
日

（
金
）

午
前
9
時
15
分
～
午
後
3
時
30

分
※
1
日
の
み
の
参
加
も
可

　

滋
賀
県
自
動
車
税
事
務
所

　
2
0
7
7
◦
5
8
5
◦
7
2
8
8

省
エ
ネ
改
修
に
か
か
る

固
定
資
産
税
減
額
措
置
が

創
設

　

平
成
20
年
度
1
月
1
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
一
定
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

翌
年
度
分
の
み
固
定
資
産
税
額

（
住
宅
部
分
の
み
。
延
床
面
積
が

１
２
０
㎡
を
超
え
る
住
宅
に
つ
い

て
は
１
２
０
㎡
分
ま
で
）
の
3
分

の
1
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事

・�

窓
を
含
む
床
・
天
井
・
壁
の
断

熱
改
修
で
、
改
修
部
分
が
い
ず

れ
も
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新

た
に
適
合
す
る
工
事

・�

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
22
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に

行
っ
た
30
万
円
以
上
の
工
事

申
告
方
法

　

工
事
終
了
後
3
か
月
以
内
に
、

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①�
申
告
書
（
税
務
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
）

②�

改
修
を
行
っ
た
家
屋
の
所
有
者

（
ま
た
は
納
税
義
務
者
）
の
住

民
票
（
コ
ピ
ー
可
）

③�

減
額
措
置
の
適
用
対
象
で
あ
る

改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
（
建
築
士
、
指

定
確
認
検
査
機
関
も
し
く
は
登

録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行

し
た
も
の
）

④�

領
収
書
の
写
し
（
省
エ
ネ
改
修

に
要
し
た
金
額
が
明
記
さ
れ
て

い
る
も
の
）

問
税
務
課
〔
東
庁
舎
〕

　

2
71
◦
2
3
2
1
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あ
な
た
の
作
品
が
海
を
渡
る
！

「
第
4
回
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン

ズ
市
・
湖
南
市
児
童
生
徒

絵
画
展
」
作
品
募
集

　

湖
南
市
と
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
セ

ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
市
が
友
好
交
流
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
国
際
交

流
絵
画
展
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
小
学
校
低
学
年
・
小
学
校
高

学
年
・
中
学
生
の
3
部
門
で
、
そ

れ
ぞ
れ
上
位
3
作
品
を
決
定
す
る

ほ
か
、
出
品
者
全
員
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

　

作
品
は
10
月
中
旬
か
ら
甲
西
図

書
館
で
開
催
す
る
絵
画
展
の
後
、

セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
市
で
も
展
示
さ

れ
ま
す
。

■ 

対
象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
■ 

応
募
方
法　

9
月
19
日（
金
）ま

で
（
必
着
）
に
学
校
名
・
学
年

　

・
氏
名
を
裏
に
書
い
た
作
品
と

出
展
票
を
、
市
内
各
小
・
中
学

校
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

へ
（
郵
送
可
）。

※ 

出
展
票
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
規
定

・
サ
イ
ズ　

4
つ
切
り

・
画
材
・
題
材　

自
由

問 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
〔
東
庁

舎
〕（
〒
5
2
0-
3
2
8
8
住

所
記
載
不
要
）

　

2
71
◦
2
3
1
5

　

5
72
◦
2
2
0
1

説 明 会・
施 設 見 学

９月６日（土）
・水戸・三雲幼稚園　午前10時～11時
・ひかり幼稚園　　　午後２時～３時
※受付は開始の20分前から
※幼稚園体験もあります。上履きをお持ち

ください。

自由見学会
９月９日（火）・10日（水）
　午前９時45分～11時
※上履きをお持ちください。

入 園 申
込 受 付

９月17日（水）・18日（木）
　午前８時～午後６時
※入園申込書は、９月11日（木）まで各園で

配布しています。

面 接 日
・水戸幼稚園　　10月14日（火）
・三雲幼稚園　　10月15日（水）
・ひかり幼稚園　10月16日（木）

　

光
星
学
園
で
は
「
瞳
輝
き
、
心

豊
か
で
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
子
ど

も
に
育
て
る
」
を
教
育
目
標
に
掲

げ
、
生
き
る
力
や
学
び
の
基
礎
を

育
成
す
る
た
め
、
集
団
生
活
を
通

し
た
体
験
学
習
に
重
点
を
置
い
た

幼
児
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

文
部
科
学
省
の
教
育
要
領
に

従
っ
て
総
合
的
に
指
導
す
る
と
同

時
に
、
専
任
講
師
と
担
任
に
よ
る

音
楽
リ
ズ
ム
・
体
育
・
わ
く
わ
く

英
語
・
絵
画
制
作
な
ど
特
色
あ
る

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
さ

い
っ
ぱ
い
の
充
実
感
み
な
ぎ
る
幼

稚
園
で
す
。

■
募
集
年
齢

・�
3
歳
児　

平
成
17
年
4
月
2
日

～
平
成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ

・�

4
歳
児　

平
成
16
年
4
月
2
日

～
平
成
17
年
4
月
1
日
生
ま
れ

・�

5
歳
児　

平
成
15
年
4
月
2
日

～
平
成
16
年
4
月
1
日
生
ま
れ

■�

教
育
時
間

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
2
時

■
預
か
り
保
育

・�

早
朝　

午
前
７
時
30
分
～
8
時

30
分

・�

午
後　

午
後
2
時
～
6
時
30
分

※�

夏
・
冬
・
春
休
み
中
も
午
前
7

時
30
分
か
ら
午
後
6
時
30
分
ま

で
実
施

■ 

通
園
バ
ス　

バ
ス
5
台
で
希
望

す
る
園
児
の
送
迎
を
し
て
い
ま

す
。

■�

補
助
金　

私
立
幼
稚
園
児
の
市

内
在
住
の
保
護
者
全
員
に
対
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

学
校
法
人
光
星
学
園

水
戸
・
三
雲
・
ひ
か
り
幼
稚
園
園
児
募
集

平
成
21
年
度

問 �

水
戸
幼
稚
園

　
　
（
岩
根
４
９
９

－

３
６
０
）

　

2
75
◦
３
３
５
０

　

三
雲
幼
稚
園

　
　
（
夏
見
２
０
２
５

－

1
）

　

2
72
◦
０
０
７
７

　

ひ
か
り
幼
稚
園

　
　
（
菩
提
寺
３
２
８

－

２
７
８
）

　

2
74
◦
３
０
１
１

第４回

湖南市夏まつり
星と光の響

きょうえん

宴
～みんなで参加『ふるさと』まちづくり～
　日時　８月２日（土）
　場所　野洲川親水公園
タイムスケジュール

午後４時 模擬店開始
午後５時 開会
 ステージイベント
午後６時 式典
 サンバショー
午後７時20分 江州音頭総おどり
 （江州音頭コンテスト）
午後８時20分 花火（荒天時は翌日）
午後９時 閉会

※一部変更する場合があります。

問 湖南市夏まつり実行委員会（産業振興課
内）〔東庁舎〕
　271◦2331　572◦7964
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湖南市文化祭
出品者・出演者募集
11月1日（土）・2日（日）開催

　

湖
南
市
文
化
祭
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
文

化
・
芸
能
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

祭
典
で
す
。
今
年
も
公
演
の
部
（
舞

台
）
、
展
示
の
部
（
作
品
）
を
中
心

に
多
彩
な
催
し
を
2
会
場
で
開
催
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
市
立
公
民

館
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項
（
申
込

書
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕

　

2
77
◦
６
２
５
０

　

5
77
◦
６
２
５
３

 • 市内に在住または在勤・在
学する人（中学生以下は除
く）
 • 市内で活動する文化団体に
所属する人
※出品者・出演者は、文化協
会会員、一般参加にかかわ
らず実行委員として運営に
関わっていただきます。

　各申込期間中に申込書と
出品料（1 点 300 円）・出演
料（一人あたり 300 円）を各
受付場所へ。

公
演
の
部

●
募
集
内
容

　

各
会
場
の
文
化
ホ
ー
ル
の
ス

テ
ー
ジ
で
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の

●
発
表
時
間

◦
団
体
（
会
員
）
…
20
分
以
内

◦
団
体
（
一
般
）
…
15
分
以
内

◦
個
人
…
5
分
以
内

※
い
ず
れ
も
舞
台
設
営
、
司
会
の

紹
介
時
間
を
含
む
。

展
示
の
部

■
絵
画

◦
規
格　

日
本
画
・
洋
画
・
そ
の

他
平
面
で
30
号
以
内
の
額
装
、

ま
た
は
半
切
以
内
の
軸
装
の
こ

と
◦
出
品
点
数　

1
点

■
書

◦
規
格　

額
装
ま
た
は
軸
装
の
こ

と
。
た
だ
し
、
軸
装
の
場
合
は

全
紙
以
内

◦
出
品
点
数　

1
点

■
写
真

◦
規
格　

六
切
以
上
半
切
以
内
の

額
装
（
ま
た
は
パ
ネ
ル
）
の
こ

と
◦
出
品
点
数　

1
点

■
工
芸
・
手
芸
・
陶
芸
・
菊
花
・

盆
栽

◦
規
格　

自
由
。
た
だ
し
、
陳
列

可
能
な
も
の

◦
出
品
点
数　

各
1
点（
た
だ
し
、

菊
花
は
点
数
相
談
）

■
生
け
花

◦
規
格　

1
㎡
以
内

◦
出
品
点
数　

1
点

■
文
芸
作
品
〈
俳
句
・
短
歌
〉

◦
規
格　

題
材
は
自
由
。
短
冊
・

色
紙
な
ど
に
書
き
、
額
装
・
軸

装
の
こ
と

◦
出
品
点
数　

各
2
点
ま
で

■
文
芸
作
品
〈
川
柳
〉

◦
規
格　

課
題
は
自
由
。
短
冊
・

色
紙
な
ど
に
書
き
、
額
装
・
軸

装
の
こ
と

◦
出
品
点
数　

2
点
ま
で

■
文
芸
作
品
〈
冠
句
〉

◦
規
格　

冠
題
は
自
由
。
短
冊
な

ど
に
書
き
、
額
装
・
軸
装
の
こ

と
◦
出
品
点
数　

2
点
ま
で

■
文
芸
作
品
〈
詩
〉

◦
規
格　

題
材
は
自
由
。
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
以
内
。

パ
ネ
ル
・
額
装
（
55
㎝
×
90
㎝

以
内
）
の
こ
と

◦
出
品
点
数　

1
点

■
文
芸
作
品
〈
随
筆
〉

◦
規
格　

題
材
は
自
由
。
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
以
内
。

パ
ネ
ル
・
額
装
（
55
㎝
×
90
㎝

以
内
）
の
こ
と

◦
出
品
点
数　

1
点

※
平
面
作
品（
文
芸
作
品
を
含
む
）

に
つ
い
て
は
、額
装
・
軸
装
（
仮

縁
・
仮
巻
・
パ
ネ
ル
可
）
を
行

い
、
必
ず
ひ
も
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
十
分
に
注
意
し
ま
す
が
、

不
測
の
事
故
に
よ
る
損
傷
・
紛

失
な
ど
に
つ
い
て
は
一
切
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
間

受
付
時
間

受
付
場
所

石
部
文
化　

ホ
ー
ル
会
場

公
演

9
月
3
日（
水
）
～
5
日（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
8
時
石
部
公
民
館
ロ
ビ
ー

展
示

甲
西
文
化　

ホ
ー
ル
会
場

公
演

9
月
1
日（
月
）
～
2
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

展
示

9
月
３
日（
水
）
～
5
日（
金
）

第5回

応募資格

申込方法
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石部公民館
277◦0003　577◦0015

初心者パソコン教室
　「これからパソコンをしたい」、「もう
一度基礎から習いたい」、「ここを教えて
ほしい」。そんな人はお越しください。
■日時　毎月第２・第４水曜日
　午後７時～９時
※直接会場へお越しください。
※パソコン・テキスト持込可。

受講料
無 料

甲西文化ホール
272◦2133　572◦7305
http://www.kosei-bunkahall.jp/

  ギャラリー展示
甲西大津絵サークル作品展
■期間　８月３日（日）まで
　中央公民館と菩提寺公民館で活動して
いるサークルメンバーが色紙、軸、和紙
などに描き仕上げた力作の数々を展示し
ます。

京都ベンチャーズJr.ライブ
■日時　８月24日（日）
　午後２時開演（午後１時30分開場）
■入場料　無料【全席自由】

アキラさんとまこと君　ふたりの
オーケストラ
　NHK教育テレビ「クインテット」で人
気の作曲家・舞台音楽家の宮川彬良と、
日本を代表するサックスプレーヤーの平
原まことのたった二人のオーケストラに
よるおしゃべりコンサート。
■日時　10月26日（日）
　午後２時開演
■ 入場料　【全席指定】　一般3,000円、

高校生以下1,500円（当日各500円増）
■ 前売券販売所　甲西文化ホール、ロー

ソンチケット
0570 -084 -005

（Lコード=557
　34）、CNプレ
　イガイド0570-
　08-9999

市民学習交流センター
275◦8190　575◦8192

  企画展示　書道部作品展
　水戸学区で活動している団地女性部書
道部の作品を展示します。
■期間　８月31日（日）まで
　 午前９時～午後10時（月曜日と祝日は

午後５時まで）

ＩＴ使いこなし講座
夏休み子どもヒコーキ教室
　簡単なパソコン操作からよく飛ぶ紙ヒ
コーキを作ります。
■日時　８月21日（木）
　午後１時～３時
■受講料　500円
■定員　20組（先着順）
　親子での参加も可
　一人での参加は小学５年生以上
■講師　ＮＰＯ法人湖南ネットしが

四季を楽しむ寄せ植え教室
　観葉植物で寄せ植えを作ります。

■日時　８月27日（水）
　午後１時30分～３時
■定員　30人
■ 講師　かわしま種苗グリーンアドバイザー
■受講料　2,000円（材料費込）
■ 持ち物　ゴム手袋、移植ごて、エプロ

ン、作品を入れる箱
■ 申込方法　８月20日（水）までに住所・

氏名・電話番号、講座名を電話かFAXで。

サンヒルズぱそこん塾
　パソコンの基礎から応用まで、自分の
ペースで学べます。
■日時　毎週木曜日
　午前10時～正午
■受講料　１時間500円
■講師　ＮＰＯ法人湖南ネットしが
　※パソコン、テキスト持込可
　※申込不要

中央公民館
272◦3762　572◦6551

こどもの囲碁教室
ポンヌキゲームと碁で遊ぼう
　碁の基本がわかるポンヌキゲームをし
て遊びます。そのあと、碁の打ち方を学
びましょう。碁を知らない子も、知って
いる子もどしどし参加してください。
■ 日時　８月11日・18日・25日（すべて

月曜日）
　午前10時～正午
■定員　40人
■持ち物　筆記用具
■申込方法　電話
　で。
■協力　湖南市囲
　碁クラブ

和太鼓「風」の演奏を聞こう
　市内で活動する和太鼓グループ「風」
の演奏を聞きませんか。
■日時　８月30日（土）
　午後２時～３時
■会場　中央公民館
■定員　50人
■ 資格　子どもと同伴者優先。人数に余

裕がある場合は大人のみの観覧も可
■ 申込方法　電話

で。人数に余裕
がある場合は当
日観覧も可

参 加
無 料

入 場
無 料

石部南公民館
2・577◦2535

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
　基礎からシステムの相談までＩ

あい

・Ｉ
あい

ラ
ンドめーる編集スタッフが指導します。
■日時　毎週月曜日
　午前９時30分～11時30分
※ 要事前申込。申し込み時に相談内容を

お知らせください。

友の会主催
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まなびすと講座
　生涯学習ボランティアの会「湖南まな
びすと」が、生涯学習有志指導者「き
らりスト」を講師に迎えて講座をプロ
デュースします。

チーズでパーティを！講座
　おいしいヨーロッパのチーズの話と試
食。おもてなしにあうチーズの盛り付け
方やサラダの紹介もあります。

■日時　８月22日（金）
　午後７時～９時
■ 場所　市民学習交流センター
　（サンヒルズ甲西）本館
■対象　市内在住または在勤の人
■定員　20人
■費用　1,300円（教材代）
■講師　西田景子さん（きらりスト）
■ 申込方法　８月14日（木）までに電話で

問へ。

問生涯学習課〔西庁舎〕
　277◦6250

視覚障害者移動介護従業者養成研
修課程講習会
■ 日時　10月16日（木）・24日（金）・28日
（火）・29日（水）、11月７日（金）

　 午前10時～午後５時（11月７日のみ午
後１時～午後５時30分）

■ 場所　県立障害者福祉センター（草津
市）、県立視覚障害者センター（彦根市）

■ 対象　市内在住または在勤で、視覚障
害者移動介護業務に従事することを強
く希望する人

■定員　２人
■受講料　無料
※ 別 途 テ キ ス ト 代・ 交 通 費 な ど（ 約
5,000円）が必要

■ 申込方法　８月27日（水）正午までに社
会福祉課（東庁舎271◦2364・572
◦3788）へ。

※ 申込者数が定員を超えた場合、８月27
日（水）正午に社会福祉課で公開抽選を
行います。

問県立視覚障害者センター
　20749◦22◦7901
　50749◦22◦7890

湖南・甲賀創業塾2008
『炎の経営者』
　夢を夢のまま終わらせるのか、それと
も実現させるのか。それはあなた自身
がどのように行動するかにかかっていま
す。夢を実現させる第一歩を湖南・甲賀
創業塾でまず踏み出しましょう。ここに
来れば夢を形にするノウハウがすべてそ
ろっています。
■ 日時　９月６日～20日の毎週土・日曜

日〔全５回〕　午前９時～午後４時
■会場　共同福祉施設（サンライフ甲西）
■定員　30人（先着順）
■受講料　3,000円
■ 講師　宇治川一清さん〔(有)インター

プレフ・マネジメント代表〕

問湖南市商工会
　272◦0038

普通救命講習Ⅰ
　「救急の日」（９月９日）にちなんで開
講します。
■日時　９月６日（土）
　午前９時30分～午後０時30分
■場所　中央公民館
■ 内容　心肺停止時の救命処置（心肺蘇

生法）、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を使用した救命処置ほか

■定員　30人（先着順）
■ 申込期間　８月31日（日）まで（電話

可）

問湖南中央消防署
　272◦0119
　湖南中央消防署石部分署
　277◦2119

  特集展示
あれから20年
野洲川河原の足跡化石展
　昭和63年（1988年）に吉永地先の野洲
川河原でゾウや偶蹄類の足跡化石が発見
されました。発見当時の写真や資料、昨
年実施した体験事業「野洲川でゾウの足
跡を掘ろう」の写真などを展示します。

■期間　９月28日（日）まで
　 午前９時～午後４時30分（入館は午後
４時まで）

■場所　東海道石部宿歴史民俗資料館
■ 休館日　９月24日、毎週月曜日（ただ

し９月15日は開館、９月16日は休館）
■ 入館料　大人320円（260円）、児童生

徒160円（110円）
※（　）内は20人以上の団体料金

問生涯学習課〔西庁舎〕
　277◦6250

ＩＴサロン
　気軽に分からないことを
尋ね、教えあう楽しい市民
交流の場として開催しま
す。
■日時　９月26日（金）
　午後１時30分～４時
■ 場所　市民学習交流センター（サンヒ

ルズ）本館
■対象　パソコンに興味がある初心者
※申込不要
※パソコン持込可
問ＮＰＯ法人パソフレ
　谷　275◦0063　鈴木　275◦5466

第45回教育者研究会
慈愛の心を育てる
　自他ともによりよく生きるには、相手
を思いやる「心づかい」が大切です。
　「心の力」について学び、日々の生活
に生かし明るく住みよい社会づくりをめ
ざすものです。教育の現場報告から学ぼ
うと開催します。
■日時　８月23日（土）
　午後１時～５時
■場所　中央公民館
■ 後援　文部科学省・滋賀県・滋賀県教

育委員会・湖南市教育委員会・甲賀市
教育委員会

問 （財）モラロジー研究所湖南事務所
　274◦1122　574◦1894

参 加
無 料

▲昨年の体験事業のようす
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ぬくもりの会
　「がんばらない介護」をテーマに、介
護に対する気持ちを楽に持てるコツなど
を学び、介護者同士の交流の場とします。
■ 日時　８月27日（水）
　午前10時～正午
■場所　石部老人福祉センター
■ 対象　介護が始まって２年ぐらいまで

の人（介護認定の有無不問）
■ 申込方法　案内ちらしについている申

込書を問へ（電話可）。
※ ちらしは高齢福祉介護課、両保健セン

ターに備え付けています。

問高齢福祉介護課〔東庁舎〕
　271◦4652　572◦3788
　高齢者支援センターぼだいじ
　274◦4093　574◦3910

子ども体験ゆめひろば　パート４
■ 日時　８月10日（日）
　午後１時～４時
■場所　総合体育館
■ 内容　カプラ・バルーンアート・カロ

ム・小物づくり・昔あそび・軽スポー
ツなど

■持ち物　上ばき、
　水筒、タオル

問 湖南市子ども会育成連絡協議会（生涯
学習課内）〔西庁舎〕

　277◦6250　577◦6253

鹿深車イスDEウォーキング2008
　車いすでまちに出ると、いつものまち
とは違う表情に出会えます。車いすを操
作し、介助しあいながら、実際に町の中
を歩く体験を通して、福祉と共生のまち
づくりへの参加のスタートにしましょ
う。
■日時　８月30日（土）
　午前９時～午後１時50分
■集合場所　甲西文化ホール
■ 対象　中学生以上（小学生以下は引率

者同伴であれば参加可）
■定員　30チーム（先着順）
　※ １チーム３～４人、一人での参加も

可
■参加費　１人100円（傷害保険料）
■ 申込方法　８月15日（金）までに申込書

を問 へ（FAX可）。
※ 申込書は人権政策課（東庁舎）に備え

付けています。

問 甲賀・湖南人権センター（あすぱる甲
賀）

　265◦4020　565◦4021

青少年夏休みコンサートvol.4
■日時　８月23日（土）
　午後１時30分開演
■場所　石部文化ホール

問 湖南市文化体育振興事業団〔甲西文化
ホール〕

　272◦2133　572◦7305

野洲川で遊ぼう!!
　「まちの中央を流れる野洲川を身近に
感じよう」を合い言葉に水遊びや生き物
調べをします。
■日時　８月23日（土）
　午前９時～午後３時
■ 集合場所　野洲川運動公園テニスコー

トそば河川敷
■対象　小学生以上（小学１～３年生は

保護者同伴）
■ 定員　25組
■ 持ち物　着替え、濡れてもよい運動靴
（ゴム草履不可）、飲み物、空のペット
ボトル（1.5リットル以上のもの）

　※昼食は用意します。
■参加費　子ども500円、大人700円
■申込期限　８月17日（日）
※この事業はまちづくり市民活動補助金

を受けています。

問野洲川に親しむ会（事務局：木本）
　274◦0918

近江の味手作り教室（米消費拡大事業）
押し寿司と下田なすのぬか漬けづ
くりを体験しませんか

■日時　８月31日（日）
　午前９時～午後１時30分
■場所　柑子袋公民館
■ 対象　市内在住または在勤で18歳以上

の人
■定員　20人（先着順）
■参加費　300円
■持ち物　エプロン・三角きん
■申込方法　８月22日（金）までに電話で。

問 湖南市生活研究会事務局（産業振興課
内）〔東庁舎〕
　271◦2329　572◦7964

2008年度おうみＮＰＯ活動基金事業
地震に耐える建物と人を救うまち
づくり
　地震に耐えうる建物とは何かを知り、
また自身の安全を確保しつつ、他者を救
えるまちとは何かを考えるきっかけにす
るために開催します。ハンデを抱える高
齢者や子ども、障がいのある人たちも安
全に避難できるまちづくりを考えてみま
せんか。
■日時　８月６日（水）
　午後６時30分～
■場所　鳩の街（平和堂石部店２階）
■ 講師　杉本章子さん（技術士・１級建

築士）

問 ＮＰＯ法人鳩の街
　277◦5546　577◦5549

子どもたち！夏休みに「ふれあい」
へ遊びにおいで!! 
①皿回し・バルーンあそび
　８月１日（金）・８日（金）
②囲碁さろん（インターネット囲碁体験

もあり）
　８月４日・11
　 日・18日・25日
　（すべて月曜日）
③スーパー竹とん
　ぼを作って遊ぼ
　う！
　８月７日（木）
■時間　午後１時
　30分～３時30分
■場所　ボランティアセンターふれあい
　③は総合体育館
■ 対象　市内在住の小・中学生（小学１

･２年生は保護者同伴）
■定員　各25人（先着順）
■材料費　①③は１人50円

腹話術ボランティア講座
　かわいい人形がまるで
生 き て い る み た い に お
しゃべり。楽しい腹話術を
習って笑いの輪を広げま
せんか。
■ 日時　８月26日、９月30日、10月28日、
11月25日、12月16日、１月27日、

　２月24日、３月24日（すべて火曜日）
　午後１時30分～３時30分
■場所　社会福祉センター
■ 対象　講座終了後、ボランティア活動

に参加できる人
■ 指導　野洲市腹話術ボランティア｢か

いつぶりの会｣
■ 申込期限　８月20日（水）

問ボランティアセンター
　2・572◦1523
　ボランティアセンターふれあい
　277◦6001　577◦6006

親子車椅子ダンス体験教室
　車椅子の扱い方を学びながら、車椅子
でフォークダンスを踊りませんか。
■日時　８月８日（金）
　午前10時～11時30分
■ 場所　市民学習センター（サンヒルズ

甲西）
■定員　20人
■持ち物　上靴
■ 申込方法　８月６日（水）までにボラン

ティアセンター（2・572◦1523）へ。
※ この事業はまちづくり市民活動補助金

を受けています。

問車椅子ダンス滋賀甲西（代表：永田）
　275◦0246

参加費
無 料
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展示コーナー

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 　
　 31 25 26 27 28 29 30

☆
一
人
、両
館
・
移
動
図
書
館
合
わ
せ
て
図
書
等
15
点
・
Ｃ
Ｄ
５
点
・
ビ
デ
オ（
石
部
図
書
館
の
み
）２
点
ま
で
３
週
間（
移
動
図
書
館
は
次
の
巡
回
日
ま
で
）借
り
ら
れ
ま
す
。

　

返
却
は
両
館
・
移
動
図
書
館
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。期
限
を
過
ぎ
た
本
の
再
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１日（金）午前11時～11時30分
　　　  ちっちゃなかぜおはなし会（乳幼児と保護者向け）
２日（土）午後２時～２時35分

夏休み映画会「夏服の少女たち　ヒロシ
マ・昭和20年８月６日」
広島県立第一高等女学校の生徒たちの戦時
下の日々と遺族の悲しみを、アニメーショ
ンとドキュメンタリーで描く（'88 日本）。

３日（日）午後２時～３時15分
夏休み子ども映画会「トンデモネズミ大活躍」
青いウサギそっくりのトンデモネズミの冒
険。ポール・ギャリコ原作のアニメーショ
ン（'79 日本）。

23日（土）午後２時30分～２時50分（４歳以上の幼児向け）
午後３時～３時30分（小学生向け）

ちっちゃなかぜおはなし会
31日（日）午後２時～３時

「人形劇団ぽけっと」公演
「おてがみ　だぁ～れ」「さるかにばなし」
の２本立て

10日（日）午前11時～正午（幼児から小学校低学年向け）
午後２時30分～３時30分（小学生以上向け）

きじっこおはなし会（グループ｢ピッコロロ｣）

22日（金）午前11時～11時30分
よっといでたいむ（乳幼児と保護者向けのおはなし会）

23日（土）午後４時～４時30分
よっといでたいむ（幼児から小学生向けのおはなし会）

湖南市立図書館
ホームページで、
両図書館のお知らせや、蔵書
を見ることができます。 暗号化あり 暗号化なし

インターネットや携帯電話から両図書館で貸出中の本と雑誌の最新号を予約できます（図書館で発行するパスワードが必要）

◦パソコンから（暗号化あり）
http://lib.edu-konan.jp

◦携帯電話から（暗号化あり）
http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAN.CSP

◦携帯電話から（暗号化なし）
http://lib.edu-konan.jp/imd/IMD/IMDMAN.CSP

中央5ー50　2 72●5550　  72●5554

●：甲西図書館のみ休館（月・火曜日）
■：石部図書館のみ休館（水曜日）
●：両館とも休館（月末木曜日・祝日）

8 月

場　　所 日　　時 日　　時

岩根東農業集落センター前  ６（水） 16:00～16:30 27（水）16:00～16:30
市立三雲公民館前 １（金） 16:00～16:30 22（金）16:00～16:30
菩提寺幼稚園前 運休
フレンドマート第２駐車場  13（水） 16:00～16:30
下田公民館前 ８（金） 15:00～15:30 29（金）15:00～15:30
中山生協集会所予定地 ８（金） 16:00～16:30 29（金）16:00～16:30
北山台自治会館前 20（水） 16:00～16:30
妙感寺多目的集会所前 21（木） 16:00～16:30
サンヒルズ甲西本館駐車場  15（金） 16:00～16:30

※９月２日（火）までは夏休み期間につき、小学校、幼稚園、保育園は運休します。

移動図書館車「マツゾウくん」 8 月の巡回
スケジュール

図書館 う行こへ

〔開館時間　午前 10 時〜午後 6 時〕

新聞号外で振り返る激動の昭和
―山名隆三コレクションより―
８月３日（日）まで

湖南市平和祈念事業
杉原千畝と命のビザ　―シベリアを越えて―
寿福滋写真展
８月９日（土）～24日(日)
第二次世界大戦中
に多くのユダヤ人
を収容所行きから
救った杉原千畝。
命のビザを手にし
たユダヤ人の旅路
を取材し続けている写真家・寿福滋さんの写真
展です。

関連事業　寿福滋さんによる展示説明会
８月10日（日）・16日（土）午後２時～３時

本の楽しさ味わいませんか
図書館でブックリスト配布中！

・小学校低・中学年向け
・小学校中・高学年向け
・中学生・高校生向け
・大人向け

があります。　

夏休み

夏休み期間中は、暑い時間を避けて夕方の
時間に変更しています。ご注意ください。
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石部子育て支援センター

たんぽぽはうす
（石部保育園隣接）　 77◦8570　 77◦8572
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分

開放日
日時　７日（木）・20日（水）・28日（木）

　午前10時～11時30分　水遊びも出来ます。

午後から開放日
日時　12日（火）午後１時30分～午後３時

ひよこ広場
日時　18日（月）午前10時～11時30分

　（受付：午前９時40分～50分）
対象　８か月までの子どもと保護者
内容　助産師による育児相談、ベビーマッサージ
持ち物　バスタオル、母子健康手帳

※申込不要

にこにこ広場（くまグループ）
 日時　９月５日・19日・26日、10月３日・17日、11月７
日・21日・28日（すべて金曜日）〔全８回〕

　午前10時～11時30分（受付：午前９時30分～45分）
対象　平成20年４月１日現在で２歳以上の子どもと保護
者
定員　20組（先着順ですが、初めて参加する人優先）
 内容　工作、散歩、スライム遊び、クッキング、ふれあ
い遊びなど
申込期間　８月４日（月）～８日（金）（電話可）

※ 電話の場合は、案内を渡しますので申込期間中にセンターへ
お越しください。

※弟妹の託児有り（先着５人）

にこにこ広場（りすグループ）
日時　９月10日（水）午前10時～11時
対象　平成19年７月～12月生まれの子どもと保護者
定員　18組（先着順）
内容　親子ふれあい遊び、看護師との話
申込期間　８月６日（水）～12日（火）（電話可）

にこにこ広場（うさぎグループ）
 日時　９月12日、10月10日・24日、11月14日、12月12日（す
べて金曜日）〔全５回〕午前10時～11時
 対象　平成18年８月～11月生まれの子どもと保護者
定員　20組（先着順）
内容　手遊び、ふれあい遊び、散歩、小麦粉粘土遊びなど
申込期間　８月20日（水）～26日（火）（電話可）

※電話の場合は、案内を渡しますので申込期間中にセンターへ
お越しください。

※弟妹の託児有り（先着５人）

子育て支援センター

ひまわり
（岩根保育園2階）　  ・  72◦7089
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前９時～午後４時

開放日
時間　午前10時～正午
手形・足形の日

　身長・体重をはかって手形・足形をとりましょう
日時　12日（火）午前10時30分～11時30分
持ち物　おしぼりかウェットティッシュ
子育て相談日

　保健師と栄養士が子育て相談に応じます。
日時　18日（月）午前10時～11時
にこにこの日

リズムにのってあ・そ・ぼ・う！

日時　７日（木）午前10時30分～11時　※遊戯室にて
講師　歌あそびグループ「ポレポレ遊ぎ舎」
布絵本『はらぺこあおむし』

日時　21日（木）午前10時30分～11時　※遊戯室にて
講師　甲西手話教室「めだか」
このゆびと・ま・れ！

スライムをつくってあそぼう
日時　26日（火）午前10時15分～11時45分
対象　２歳６か月以上の子ども

つどいの広場おおぞら
　乳幼児を持つ親子が気軽に集い、交流できる場所として
開放しています。来月は親子で絵本を読みましょう。

日時　９月４日（木）午前10時～
内容　ピッコロロさんによる読み聞かせ
対象　未就園児と保護者
定員　15組
申込期限　８月22日（金）

問ＮＰＯ法人ふれあいセンター「そよ風」〔三雲2030-67（西
山団地内）〕　2・ 572◦6153

子育てリフレッシュタイム
　毎日の子育てに追われているあなた。子どもを預けて、
自由な時間を過ごしてみませんか。

日時　９月２日（火）午前10時～午後２時
場所　女性センター
 対象　生後４か月以上で未就学の子どもがいる市内に在
住または在勤の女性
定員　子ども10人（先着順）
参加費　子ども一人につき400円（保険料含む）
 持ち物　昼食（おにぎり）、お茶、着替え、バスタオル、
ビニール袋など
保育者　保育サポーター「ぽっぽ」
申込方法　月～土曜日の午前８時30分～午後５時15分に
電話で問へ。

問女性センター　2・ 572◦8588

日程は変更になる
場合があります

湖南市子育て支援ホームページ　  http://www.edu-konan.jp/kosodate/　  kosodate-s@city.konan.shiga.jp
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子育てサロン
時間　午前10時～11時30分
対象　未就園の幼児と保護者

問三雲保育園 2・572◦1385
　平松保育園 2・572◦0390
　石部保育園 2・577◦2073
　阿星保育園 2・577◦2950
　岩根保育園 2・572◦1389
　菩提寺保育園 2・574◦1373
　下田保育園 2・575◦2420
　水戸保育園 2・575◦0630

親子プレイステーション
　特別なメニューはありません。子育ての先輩である
サポーターと一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。

時間　午前10時～正午
問生涯学習課〔西庁舎〕
　277◦6250　577◦6253

きじっこひろば
　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。

時間　午前10時～正午
問石部南公民館　2・577◦2535

おもちゃの図書館「とまと」
　楽しい遊び場です。おもちゃの貸し出しもします。

時間　午前10時～正午
問ボランティアセンター　2・572◦1523

いしべおもちゃライブラリー
「赤とんぼ」

　楽しい遊び場です。おもちゃの貸し出しもします。
時間　午前10時～正午

問ボランティアセンターふれあい
　277◦6001　577◦6006

とんとんとんでておいで
対象　未就園児と保護者
内容　水遊びをしましょう（雨天時新聞紙遊び）
時間　午前10時30分～11時45分
 持ち物　上靴、水筒（お茶）、着替え、タオル、帽子、
新聞紙

問三雲幼稚園　 　　272◦0077　572◦8747
　ひかり幼稚園 　　274◦3011　574◦3461
　水戸幼稚園　 　　275◦3350　575◦4425

※申込受付は各園で行っています。

必ず申し込みが要るものはカレンダーに
掲載していません。
（とんとんとんでておいではなるべく事前に各園
に申し込んでください）

1 ひまわり開放日 子育て支援センター

2
3

4 

ひまわり開放日 子育て支援センター

親子プレイステーション 三雲公民館

いしべおもちゃライブラリー
「赤とんぼ」 石部保健センター

5
ひまわり開放日 子育て支援センター

きじっこひろば 石部南公民館

6
きじっこひろば 石部南公民館

おもちゃの図書館「とまと」 社会福祉センター

7

にこにこの日 子育て支援センター

たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター

子育てサロン
各市立保育園（三雲・平松・
石部・阿星・岩根・菩提寺・
下田・水戸）

8 ひまわり開放日 子育て支援センター

9
10

11 
ひまわり開放日 子育て支援センター

親子プレイステーション 岩根公民館

12

ひまわり開放日
（手形 ･ 足形の日） 子育て支援センター

たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター

きじっこひろば 石部南公民館

13 きじっこひろば 石部南公民館

14
15
16
17

18 

ひまわり開放日（子育て相談日） 子育て支援センター

ひよこ広場 石部子育て支援センター

親子プレイステーション 下田公民館

いしべおもちゃライブラリー
「赤とんぼ」 石部保健センター

19
ひまわり開放日 子育て支援センター

きじっこひろば 石部南公民館

20
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター

きじっこひろば 石部南公民館

おもちゃの図書館「とまと」 社会福祉センター

21
にこにこの日 子育て支援センター

とんとんとんでておいで 光星学園水戸幼稚園

22 ひまわり開放日 子育て支援センター

23
24

25 
ひまわり開放日 子育て支援センター

親子プレイステーション 石部公民館

26
にこにこの日 子育て支援センター

きじっこひろば 石部南公民館

27
きじっこひろば 石部南公民館

とんとんとんでておいで 光星学園三雲幼稚園

28
ひまわり開放日 子育て支援センター

たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター

とんとんとんでておいで 光星学園ひかり幼稚園

29 ひまわり開放日 子育て支援センター

30
31
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検 診
（視触診＋マンモグラフィ検診）

成分献血
（予約制）８月26日（火）　午前10時～午後３時

場所　石部保健センター
■ 対象　18～69歳
※40歳以上の人は、過去１年以内に心電図検査を受け

ている人
※ 65歳以上の人は、64歳までの間に献血経験のある人。
※渡航歴などにより、献血できない場合があります。
■ 持ち物　献血手帳、身分証明書（運転免許証・健康

保険証など）
※８月22日(金)までに保健センターへ予約してくださ

い。

献血にご協力ください

母 子 健 康 手 帳 の 交 付  

乳がん〔集団検診〕

■対象　平成21年３月31日現在40歳以上で、西暦の
奇数年生まれの女性

（受付：午前８時30分～正午）
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（受付：午後１時～２時15分　場所：保健センター）

対　象 日

４か月児健診 平成20年４月生 ８月28日（木）

10か月児健診 平成19年10月生 ８月25日（月）

１歳６か月児健診 平成19年１月生 ８月５日（火）
２歳６か月児相談 
・歯科健診 平成18年１月生 ８月８日（金）

３歳６か月児健診 平成17年１月生 ８月７日（木）

多少時間がかかります

持ち物　母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、歯
ブラシ（10か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６
か月児）

※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

乳 幼 児 健 診

も ぐ も ぐ 教 室

８月26日（火）
午後１時30分～３時30分

離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象　平成20年３月生まれの乳児と保護者
持ち物　母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの
（おむつやミルク・お茶・おもちゃ・バスタオルなど）

保健センター 毎週火・水・木曜日

石部保健センター 毎週月・金曜日

持ち物　印鑑、妊娠届出書（各保健センターにも備え付けてい
ます）

※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。

（受付：午後１時15分～１時30分　場所：保健センター）

保健センター情報

問
い
合
わ
せ
先

マ マ ・ パ パ 教 室 Ⅰ

８月30日（土）
午後１時30分～３時30分

親になるってどういうこと？
パパの妊婦・沐浴体験

対象　妊婦・夫および家族
持ち物　母子健康手帳
※上の子どもの保育が必要な人は事前にお知らせください。

（受付：午後１時15分～１時30分　場所：保健センター）

■定員　各日50人（先着順）
■申込方法　８月19日（火）～29日（金）の午前８時
30分～午後５時に保健センターへ（電話可）。

■受診料　1,500円
※ 65歳以上の人は無料
※ 64歳以下で住民税非課税世帯などの人については、受診

料免除の制度がありますが、事前申請が必要です。受診
日の１週間前までに申請してください（要印鑑）。

日　程 会　場
９月２日（火） サンヒルズ甲西
９月３日（水）
９月５日（金）

保健センター

９月８日（月）
９月９日（火）
９月10日（水）
９月11日（木）
９月12日（金）
10月１日（水） 石部保健センター
10月２日（木）

受付時間：午後１時30分～２時30分
（午後１時から各会場に番号札を出します。受付は番
号札順に始めます）

乳がん検診の留意事項
・ 公費負担で受けられる検診は２年に１度です。西

暦偶数年生まれの人は平成21年度に対象となりま
す。

・ 視触診のみの検診は早期のがんを十分に発見でき
ないとの国の見解から、市では視触診とマンモグ
ラフィ検診を併用しています。単独での受診はで
きません。

・ 当該部位を治療中の人は、医療機関で受診してく
ださい。

手話通訳・外国語通訳
・ 手話通訳が必要な人は、８月18日︵月︶～22日︵金︶に

社会福祉課︵東庁舎︶または保健センターへお申し込
みください。

・ ９月11日︵木︶は、ポルトガル語、スペイン語の通訳
を実施します。

乳がん自己検診教室を同時開催
　自宅でできる自己検診法が学べる乳がん自己検診
教室を同時に実施します。予約不要。どなたでも参
加できます。当日バスタオルを持参し、午後１時30
分までに各会場にお越しください。
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月 火 水 木 金
1

夏見会館

4 5 6 7 8

松籟会館 三雲会館 サンヒルズ甲西 菩提寺公民館 岩根会館

11 12 13 14 15

三雲教育集会所 下田公民館 石部南公民館 柑子袋会館 夏見会館

18 19 20 21 22

松籟会館 三雲会館 サンヒルズ甲西 菩提寺公民館 岩根会館

25 26 27 28 29

三雲教育集会所 下田公民館 石部南公民館 柑子袋会館

就労相談
　就職活動やハローワーク
での手続きのしかたなど就
労に関する相談や職場での
トラブルに相談員が応じま
す。

★相談時間
　午前９時～11時30分
問産業振興課〔東庁舎〕
　271◦2332
　572◦7964

8月

各種相談
心配ごと

9日（土） 12日（火） 14日（木） 26日（火）

社会福祉センター
　　　272◦4102 － よろず相談

行政相談 人権相談 よろず相談
行政相談

石部老人福祉センター
　　　277◦5045

人権相談
行政相談 － － －

場所 日

○ まちづくり推進課住民総合相談担
当〔東庁舎〕
271◦2360　572◦3788

　人権相談をはじめとした各種相談
窓口を開設しています。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

　人権相談は、大津地方法務局甲賀支局（262◦0259）でも実施しています。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時

　相談は無料、秘密は厳守されま
す。事前に予約が必要です。一人30
分、定員６人。
◇日時　８月22日（金）
　午後１時30分～４時30分
◇ 場所　共同福祉施設（サンライ

フ甲西）
◇対象　市内在住または在勤の人
問湖南市商工会　2・572◦0038

安心安全課消費生活相談窓口〔東庁
舎〕271◦2360　572◦2000
　消費生活に関する相談に専門の資
格を持った相談員が応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前９時15分～午後４時

○地域総合センター
三雲会館 2・572◦3166
三雲教育集会所 2・572◦3301
夏見会館 2・572◦3083
柑子袋会館 2・572◦2993
松籟会館 2・577◦2972
岩根会館 2・572◦2292

★相談時間：午後１時～４時

問よろず相談…社会福祉協議会 272◦4102　572◦8898
　行政相談…まちづくり推進課〔東庁舎〕 271◦2360　572◦3788
　人権相談…人権政策課〔東庁舎〕 271◦2354　572◦2201

しごと　

育児・教育

育児相談
保健センター 272◦4008　572◦1481
石部保健センター 277◦7008　577◦7019
◇内容　離乳食や子どもの発達など
子育てに関する悩みや心配なこと
※ 発達相談員による発達相談（予約

制）の紹介も行います。
※ FAXでの相談は、Eメールか訪問

指導での回答となります。

赤ちゃんホットライン
（電話相談）
保健センター 271◦4150
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
◇内容　妊娠・出産・育児など

少年センター悩み事相談
少年センター「あすくる湖南」

〔西庁舎別棟2階〕
 277◦7053　577◦7059
　学校や家庭での生活、非行問題な
ど、悩みを抱える中高生やその保護
者の相談、就学・就労に関する20歳
未満の青少年の相談を受け付けてい
ます。面接相談のほか、電話による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後４時

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕2・572◦4810

k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
　いじめや不登校などで悩みを抱え
る小中学生や、子どもの教育に悩ん
でいる保護者の相談を受け付けてい
ます。電話相談のほか、面談による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後５時

高齢者

もの忘れについての相談
地域包括支援センター〔東庁舎〕

271◦4652　572◦3788
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※ 専門医によるもの忘れ相談（予約

制）の紹介も行います。

介護についての相談・高齢者
の生活相談・福祉用具や住宅
改修の相談
地域包括支援センター〔東庁舎〕

271◦4652　572◦3788
高齢者支援センターいしべ 277◦5243
高齢者支援センターみくも 272◦8100
高齢者支援センターぼだいじ 274◦4093
高齢者支援センターひ  え 275◦2323

相談窓口

よろず相談・行政相談・人権相談

教育電話相談

健康相談
保健センター

272◦4008　572◦1481
　保健師・管理栄養士などが健康に
ついての相談に応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※FAXでの相談は、Eメールか訪問

指導での回答となります。

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　８月21日（木）

午後２時30分～４時30分
（一人１時間程度）

◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課〔東庁舎〕
　271◦2354　572◦2201

法律相談

消費生活相談
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　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

湖 南 市 市 民 憲 章

一、美しい水と緑を大切にし、自然
と調和したまちをつくります。

一、たがいの人権を認めあい、思い
やりのあるまちをつくります。

一、子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちをつ
くります。

一、ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくります。

一、社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。

今月の表紙

湖南市ちょいスポフェスティバル
 （７月20日／雨山文化運動公園）

赤
ち
ゃ
ん

行
政
区
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